
八
一

 

一
、
好
華
堂
野
亭
と
〈
図
会
も
の
〉 

 　

曲
亭
馬
琴
著
『
異
聞
雑
稿
』（
天
保
七
年
﹇
一
八
三
六
﹈
頃
成
立
カ
）「
吉
野

屋
為
八
」
に
、
以
下
の
記
述
が
見
え
る注

１

。 

 

河
太
が
名
所
図
会
の
板
を
購
得
て
し
よ
り
、
河
太
は
さ
ら
也
、
こ
の
余
の

書
肆
も
、
そ
の
類
の
株
あ
る
者
は
、
新
刻
の
名
所
図
会
、
京
畿
五
ヶ
国
、

東
海
道
、
木
曾
路
二
十
四
拝
、
巡
礼
旧
跡
紀
州
、
并
に
Ⅰ 

保
元
平
治
闘
戦

の
名
所
図
会
と
い
ふ
も
の
さ
へ 

出
た
る
が
、
Ⅱ 

文
化
の
中
葉
よ
り
衰
へ

て
、
今
は
名
所
図
会
と
だ
に
い
ふ
も
の
な
く
な
り
ぬ 

。
天
保
に
至
り
て
、

独
江
戸
の
書
肆
須
原
屋
茂
兵
衛
刊
刻
の
江
戸
名
所
図
会
出
た
る
の
み
。 

  

（
傍
線
論
者
、
以
下
同
） 

 

右
の
記
事
は
、
大
坂
の
書
肆
河
内
屋
太
助
の
手
代
曹
七
か
ら
聞
い
た
話
を
馬
琴

が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
傍
線
の
二
点
に
着
目
し
た
い
。 

 　

Ⅰ
、「
さ
へ
」
と
い
う
表
現
か
ら
、「
保
元
平
治
闘
戦
の
名
所
図
会
」
と
い
う

書
物
を
特
異
に
見
て
い
る
こ
と
。 

 　

Ⅱ
、
文
化
の
中
頃
よ
り
「
名
所
図
会
」
が
衰
え
た
と
い
う
こ
と
。 

 

名
所
図
会
は
「
名
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
通
常
、
地
誌
や
名

所
案
内
の
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
傍
線
Ⅰ
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
か
ら
享

和
期
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
三
）
に
か
け
て
、
軍
記
を
図
会
化
し
た
〈
図
会
も

の
〉
読
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
以
下
の
三
点
で
あ
る
。 

 　

・『
源
平
盛
衰
記
図
会
』（
大
本
、
六
巻
六
冊
） 

 　
　
　
　

秋
里
籬
島
著　

西
村
中
和
・
奥
文
鳴
画　

寛
政
六
年
刊 

 　

・『
保
元
平
治
闘
図
会
』（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
） 

 　
　
　
　

秋
里
籬
島
著　

西
村
中
和
画　

享
和
元
年
刊 

 　

・『
前
太
平
記
図
会
』（
大
本
、
六
巻
六
冊
） 

 　
　
　

秋
里
籬
島
著　

西
村
中
和
画　

享
和
三
年
自
序 

 

い
ず
れ
も
秋
里
籬
島
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
が
、
こ
の
こ
と

 
好
華
堂
野
亭
の
戦
記
〈
図
会
も
の
〉
と
通
俗
軍
談 

 

三　

宅　

宏　

幸 
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は
後
に
触
れ
る
。『
保
元
平
治
闘
図
会
』
は
、
三
宅
宏
幸
「『
椿
説
弓
張
月
』
典

拠
小
考注

２

」
が
、
馬
琴
著
『
椿
説
弓
張
月
』（
文
化
四
―
八
年
刊
）
と
の
関
連
を

報
告
し
て
お
り
、
馬
琴
が
印
象
に
残
っ
て
い
た
本
書
を
『
異
聞
雑
稿
』
に
記
し

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
軍
記
の
「
名
所
図
会
」
は
馬
琴
に
は
珍
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
傍
線
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
い
え
ば
文
化
年
間

（
一
八
〇
四
―
一
八
一
七
）
に
も
、
高
市
志
友
著
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
初
・

二
編
（
文
化
九
年
刊
）
と
い
っ
た
名
所
図
会
が
出
て
い
る
。
た
だ
し
、
馬
琴
と

関
わ
り
の
あ
っ
た
河
内
屋
太
助
や
吉
野
屋
為
八
が
「
図
会
」
か
ら
手
を
引
い
た

こ
と
や
、
軍
記
を
基
に
し
た
〈
図
会
も
の
〉
読
本
が
文
化
期
に
見
え
な
い
こ
と

な
ど
が
、
Ⅱ
の
記
述
の
要
因
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
吉
野
屋

為
八
に
つ
い
て
は
、
藤
川
玲
満
「
吉
野
屋
為
八
の
出
版
活
動注

３

」
に
詳
し
い
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。 

 　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
文
政
期
に
入
り
、
籬
島
の
三
作
と
同
様
の

軍
記
や
戦
記
に
依
拠
し
た〈
図
会
も
の
〉が
出
る
。文
政
か
ら
天
保
期（
一
八
一
八

―
一
八
四
三
）
に
か
け
て
の
該
当
作
を
以
下
に
示
し
た
い
。
な
お
、
為
永
春
水

に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『﹇
増
／
補
﹈
外
題
鑑
』（
天
保
九
年
刊
）「
軍
記
の
部
」

に
籬
島
の
〈
図
会
も
の
〉
三
作
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
文
政
・
天
保
期
の
〈
図

会
も
の
〉
も
こ
こ
に
記
載
が
あ
る
た
め
、
参
考
に
し
た注

４

。 

 　

・『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
前
・
後
編
（
大
本
、
一
一
巻
一
一
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 

著　

西
村
中
和
画　

文
政
四
、七
年
刊 

 　

・『
義
経
勲
功
図
会
』
前
・
後
編
（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 

著　

西
村
中
和
画　

文
政
八
、九
年
刊 

 　

・『
平
家
物
語
図
会
』
前
編
（
半
紙
本
、
六
巻
六
冊
） 

 　
　
　
　

高
井
蘭
山
著　

葛
飾
北
馬
画　

文
政
一
二
年
刊 

 　

・『
木
曽
義
仲
勲
功
図
会
』
前
・
後
編
（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 

著　

葛
飾
北
馬
画　

天
保
四
、九
年
刊 

 　

・『
太
平
記
図
会
』
初
編
（
大
本
、
首
・
七
巻
八
冊
） 

 　
　
　
　

堀
原
甫
著　

菱
川
清
春
・
梅
川
重
賢
画　

天
保
七
年
刊 

 　

・『
三
韓
退
治
図
会
』（
大
本
、
五
巻
五
冊
） 

 　
　
　
　

山
月
庵
主
人
著　

葛
飾
戴
斗
画　

天
保
一
三
年
刊 

 

文
政
・
天
保
期
の
軍
記
・
戦
記
を
基
に
し
た
〈
図
会
も
の
〉
読
本
は
以
上
の
六

作
で
あ
る
。
た
だ
し
、
理
由
は
不
明
だ
が
、『﹇
増
／
補
﹈
外
題
鑑
』
に
『
平
家

物
語
図
会
』
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
『
三
韓
退
治
図
会
』
も
、『﹇
増
／
補
﹈
外

題
鑑
』
以
降
の
刊
行
で
あ
る
た
め
記
載
が
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
こ
こ

で
の
問
題
は
、
文
化
期
に
「
衰
へ
」
た
、
そ
れ
も
軍
記
・
戦
記
に
基
づ
く
〈
図

会
も
の
〉
を
、
籬
島
に
次
い
で
著
述
し
た
の
が
好
華
堂
野
亭
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
六
作
中
三
作
を
担
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
文
政
・
天
保
期
に
お
け
る
〈
図

会
も
の
〉
の
再
興
を
野
亭
が
担
っ
た
と
認
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。 

 　

好
華
堂
野
亭
は
姓
が
山
田
氏
、
別
名
山
田
案
山
子
と
も
呼
ば
れ
、
俗
称
は
圭

蔵
。
主
に
読
本
や
浄
瑠
璃
を
も
の
し
た
。
読
本
に
『
新
編
女
水
滸
伝
』（
文
政
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二
年
刊
）
や
『
昔
語
茨
の
露
』（
文
政
三
年
刊
）、
浄
瑠
璃
に
『
生
写
朝
顔
話
』

（
天
保
三
年
初
演
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
付
け
加
え
る
と
、
野
亭
は
他
に
、 

 　

・『
釈
迦
御
一
代
図
会
』（
大
本
、
六
巻
六
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 
著　

葛
飾
北
斎
画　

天
保
一
二
年
刊 

 　

・『
大
伴
金
道
忠
孝
図
会
』
前
・
後
編
（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 

著　

柳
斎
重
治
・
宝
田
南
北
画　

嘉
永
二
、三
年
刊 

 　

・『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
前
・
後
編
（
大
本
、
一
一
巻
一
三
冊
） 

 　
　
　
　

 

好
華
堂
野
亭 

著　

柳
斎
重
治
画　

嘉
永
二
、三
年
序 

 

な
ど
の
一
代
記
や
歴
史
の
〈
図
会
も
の
〉
を
執
筆
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
後
ろ

の
二
作
は
野
亭
の
「
遺
筆
」
と
い
う
位
置
づ
け
）。 

 　

本
稿
は
、
野
亭
が
著
し
た
戦
記
〈
図
会
も
の
〉
の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
の
一

端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

二
、
先
行
論
と
問
題
の
所
在 

 　

野
亭
が
著
し
た
散
文
作
品
の
特
色
に
関
し
て
は
、
長
友
千
代
治
「
好
華
堂
野

亭注
５

」
が
、
野
亭
と
親
交
を
結
ん
だ
平
亭
銀
鶏
著
『
銀
鶏
雑
記
』
中
の
記
述
や
野

亭
の
作
品
を
検
証
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。 

 

好
華
堂
の
著
作
活
動
と
い
う
の
は
、
筆
工
家
と
し
て
出
版
書
肆
の
裏
方
を

専
門
ま
た
は
本
業
に
し
て
い
な
が
ら
、
作
者
に
事
故
が
起
る
と
す
ぐ
に
代

作
を
つ
と
め
さ
せ
ら
れ
る
器
用
な
人
間
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
よ
う
。 

 　

野
亭
の
初
作
は
『
新
編
女
水
滸
伝
』
で
あ
る
が注

６

、
こ
れ
も
伊
丹
椿
園
著
『
女

水
滸
伝
』（
天
明
三
年
﹇
一
七
八
三
﹈
刊
）
に
拠
り
な
が
ら
著
述
さ
れ
て
お
り
、

一
か
ら
創
作
を
紡
ぎ
出
す
と
い
う
よ
り
も
、
先
行
作
品
を
利
用
し
な
が
ら
物
語

を
描
く
一
面
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
先
行
書
の
図
会
化
と

い
う
手
法
で
著
述
で
き
る
〈
図
会
も
の
〉
に
、
野
亭
の
感
心
が
向
い
た
と
し
て

も
不
自
然
で
は
な
い
。 

 　

一
章
で
見
た
ご
と
く
、
寛
政
・
享
和
期
に
籬
島
が
著
し
た
の
は
軍
記
を
基
に

し
た
〈
図
会
も
の
〉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
野
亭
は
籬
島
と
は
少
し
異
な
り
、

武
将
を
対
象
と
し
た
。
物
語
で
な
く
武
将
個
人
に
焦
点
を
当
て
た
と
こ
ろ
に
、

野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
野
亭
が
取
り
上
げ
た
の
は
、

楠
正
行
、
源
義
経
、
木
曽
義
仲
と
い
っ
た
不
遇
な
英
雄
達
で
あ
っ
た
。 

 　

不
遇
な
武
将
の
一
代
記
を
図
会
化
す
る
点
は
、
横
山
邦
治
「
終
結
期
の
読
本

―
天
保
年
間
か
ら
幕
末
ま
で
―注
７

」
が
述
べ
る
よ
う
に
、
馬
琴
が
著
し
た
源
為
朝

の
外
伝
『
椿
説
弓
張
月
』
や
、
朝
夷
義
秀
の
物
語
『
朝
夷
巡
島
記
全
伝
』（
文

化
一
二
―
文
政
一
〇
年
刊
）
な
ど
、
当
時
流
行
し
た
「
史
伝
も
の
」
読
本
に
通

ず
る
「
時
宜
に
適
し
た
出
板
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

一
方
で
、
前
掲
横
山
論
考
は
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
に
つ
い
て
、「
秋
里
籬
島

の
提
示
し
た
図
会
も
の
の
規
範
を
い
く
ら
か
外
れ
よ
う
と
の
微
徴
は
見
ら
れ

る
」
も
の
の
、「
そ
れ
を
大
き
く
踏
み
外
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
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し
て
い
る
。
江
戸
で
流
行
し
た
読
本
と
比
較
す
れ
ば
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉

は
籬
島
の
〈
図
会
も
の
〉
の
「
規
範
」
か
ら
「
大
き
く
踏
み
外
」
さ
な
い
、「
敷

き
写
し
」
程
度
の
作
品
造
り
と
い
う
評
価
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

で
は
、
野
亭
の
規
範
と
な
っ
た
籬
島
の
〈
図
会
も
の
〉
は
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。
籬
島
の
〈
図
会
も
の
〉
に
つ
い
て
も
、
横
山
邦
治
「
展
回
期
の
読
本
―
天

明
末
年
か
ら
文
化
初
年
ま
で
―注
８

」
が
、
先
行
す
る
書
物
の
「
完
全
な
敷
き
写
し

と
い
え
る
程
度
の
も
の
」
で
、「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
章
は
異
な
っ
て
い
る
点
も
あ

る
が
、
極
く
一
部
分
で
い
う
に
足
り
な
い
」
と
す
る
一
方
で
、「
読
本
と
呼
ぶ
に

は
あ
ま
り
に
創
作
性
の
欠
除
し
て
い
」
る
作
品
群
で
は
あ
る
が
、
上
方
出
版
界

の
江
戸
へ
の
対
抗
と
い
う
「
現
象
的
価
値
」
を
有
す
る
点
で
読
本
史
の
中
で
も

重
要
な
地
位
を
占
め
る
と
評
し
た
。
ま
た
、
浅
野
三
平
「
秋
里
籬
島注

９

」
は
、
籬

島
の
「
歴
史
図
会
も
の
」
読
本
の
功
績
と
し
て
、「
中
・
近
世
の
軍
記
物
を
、
一

般
庶
民
に
も
分
り
易
く
「
絵
入
り
」
と
し
て
、
通
俗
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」

と
、
当
時
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
工
夫
を
評
価
し
て
い
る
。
近
時
、
大
高

洋
司
「
秋
里
籬
島
『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
―
軍
記
物
語
「
読
本
」
化
の
一
過
程

―10
注

」
は
、『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
を
詳
細
に
検
証
し
、
籬
島
が
「
陪
臣
も
含
め

て
義
経
顕
彰
の
意
図
が
あ
る
」
こ
と
、「
盛
衰
記
の
も
つ
仏
教
的
救
済
の
主
題

を
大
幅
に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で「
読
本
」化
を
図
っ
た
」こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
作
中
の
挿
絵
に
関
し
て
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
演
出
を
想
起
さ
せ
、
遊

郭
を
描
く
と
い
っ
た
「
近
世
的
な
印
象
を
与
え
る
」
も
の
の
、「
そ
の
意
識
が

本
文
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
以
下
の

よ
う
に
結
論
づ
け
た
。 

 

江
戸
を
中
心
に
人
気
を
博
し
た
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
は
、
工
夫
を
重
ね
た

構
成
の
型
の
中
に
、
演
劇
と
中
国
小
説
（
特
に
前
者
）
を
取
り
込
む
こ
と

で
「
創
作
」
性
を
高
め
て
い
く
〈
中
略
〉
が
、
こ
れ
と
同
じ
土
俵
で
本
作

を
含
む
〈
図
会
も
の
〉
を
論
じ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。『
源
平
盛

衰
記
図
会
』
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
方
向
の
「
創
作
」
性
を
抑
制
し
、
挿

絵
の
一
部
に
の
み
限
定
す
る
こ
と
で
、
時
代
に
即
し
た
入
門
書
・
娯
楽
読

み
も
の
と
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

右
の
結
論
は
あ
く
ま
で
挿
絵
へ
の
言
及
で
は
あ
る
が
、「「
創
作
」
性
を
抑
制
」

し
、「
時
代
に
即
し
た
入
門
書
・
娯
楽
読
み
も
の
」
と
い
う
面
は
、『
源
平
盛
衰

記
図
会
』
全
体
に
も
当
て
は
ま
る
指
摘
と
思
わ
れ
る
。 

 　

大
高
論
考
の
指
摘
で
興
味
深
い
の
は
、
籬
島
が
「
義
経
顕
彰
」
の
手
法
と
し

て
通
俗
軍
談
に
登
場
す
る
中
国
の
偉
人
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
に
も
所
々
に
通
俗
軍
談
か
ら
の
影
響
が

垣
間
見
え
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
単
な
る
「
顕
彰
」
の
意
味
合
い
だ
け
で

は
な
い
用
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 　

通
俗
軍
談
は
中
国
講
史
小
説
を
和
訳
し
た
も
の
で
、
元
禄
か
ら
享
保
期
に
か

け
て
多
く
が
出
版
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、『
通
俗
三
国
志
』（
湖
南
文
山
著
、

元
禄
五
年
﹇
一
六
九
二
﹈
刊
）、『
通
俗
漢
楚
軍
談
』（
夢
梅
軒
章
峯
著
、
元
禄
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八
年
刊
）、『
通
俗
列
国
志
』（
清
地
以
立
著
、
宝
永
二
年
﹇
一
七
〇
五
﹈
刊
）、

『
通
俗
唐
玄
宗
軍
談
』（
中
村
昂
然
著
、
宝
永
二
年
刊
）、『
通
俗
十
二
朝
軍
談
』

（
李
下
散
人
著
、
正
徳
二
年
﹇
一
七
一
二
﹈
刊
）、
な
ど
が
あ
る
。
通
俗
軍
談

が
近
世
期
の
小
説
、
つ
と
に
読
本
に
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

は
、
中
村
幸
彦
「
通
俗
物
雑
談
―
近
世
翻
訳
小
説
に
つ
い
て
―11

注

」、
徳
田
武
「
中

国
講
史
小
説
と
通
俗
軍
談
―
読
本
前
史
―12
注

」
な
ど
が
言
及
し
て
お
り
、
特
に
徳

田
論
考
は
読
本
と
共
通
の
性
格
を
持
つ
通
俗
軍
談
を
「
読
本
前
史
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
ま
た
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
浮
世
草
子
や
演
劇
な
ど
と
の
関
連
も
検
証

が
な
さ
れ
て
き
た13

注

。 

 　

一
方
で
課
題
も
残
る
。
通
俗
軍
談
が
浮
世
草
子
や
演
劇
、
読
本
に
利
用
さ
れ

る
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
や
作
者
に
よ
っ
て
方
法
は
異
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
類

似
す
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
。
作
者
が
異
な
れ
ば
そ
の
方
法

に
も
差
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
や
作
者
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
契

機
と
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
通
俗
軍
談
の
利
用
方
法
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
作

品
執
筆
方
法
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 　

そ
こ
で
以
下
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
と
通
俗
軍
談
と
の
関
連
の
実
態
に
つ

い
て
検
証
し
、「
歴
史
の
図
会
化
」
と
い
う
〈
虚
構
〉
が
入
り
込
ま
な
い
は
ず

の
〈
図
会
も
の
〉
に
お
い
て
、
野
亭
が
通
俗
軍
談
を
用
い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
行
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

三
、
故
事
と
し
て
の
通
俗
軍
談
利
用 

 

三
―
1
、『
義
経
勲
功
図
会
』 

 　
『
義
経
勲
功
図
会
』
は
書
名
の
通
り
、
源
義
経
の
一
代
記
で
あ
る
。
本
書
の

粉
本
と
し
て『
義
経
興
廃
記
』（
小
幡
邦
器
作
、
元
禄
一
七
年﹇
一
七
〇
四
﹈刊
）

の
利
用
が
指
摘
さ
れ
る14
注

。
し
か
し
他
に
も
、
古
典
の
軍
記
物
語
に
限
ら
ず
、
近

世
に
成
立
し
た
通
俗
史
書
や
雑
史
に
加
え
、
能
・
狂
言
・
浄
瑠
璃
な
ど
の
正
史

に
こ
だ
わ
ら
な
い
義
経
像
が
採
用
さ
れ
て
い
る15

注

。
近
世
期
に
流
布
し
た〈
義
経
〉

の
様
相
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
種
々
の
義
経
伝
承
を
採

用
し
た
『
義
経
勲
功
図
会
』
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
通
俗
軍
談
を
故
事
と
し
て

利
用
す
る
箇
所
が
見
え
る
。 

 　
『
義
経
勲
功
図
会
』
前
編
巻
之
五
、
平
家
が
一
ノ
谷
の
要
害
に
立
て
籠
も
っ

た
た
め
、
正
攻
法
で
は
攻
め
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
義
経
は
強
兵
三
百
騎
を

連
れ
て
、「
漢か
ん

土ど

の
淆け
う

函か
ん

劔け
ん

閣か
く

と
も
謂い
ゝ
つべ
き
難な
ん

路ろ

」
の
山
道
を
行
き
、
道
案
内

を
得
て
遂
に
一
ノ
谷
の
城
郭
が
真
下
に
見
え
る
場
所
に
辿
り
着
く
。
義
経
は
人

馬
を
勇
め
、
自
身
は
大
夫
黒
に
跨
が
っ
て
真
っ
先
に
巌
を
駆
け
下
り
る
。
義
経

に
励
ま
さ
れ
た
諸
兵
も
崖
を
駆
け
下
り
（
図
１
）、
背
後
か
ら
急
襲
さ
れ
た
平

家
は
一
ノ
谷
城
か
ら
海
に
逃
れ
る
。
こ
の
奇
襲
で
源
氏
は
勝
利
を
得
る
。 

 　

義
経
の
活
躍
譚
と
し
て
有
名
な
「
鵯
越
」
で
あ
る
が
、『
義
経
勲
功
図
会
』
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は
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
奇
襲
と
は
い
え
、
崖
を
見
た
兵
は
不
安
に
な
る
。

そ
こ
で
義
経
は
作
戦
を
決
行
す
る
前
に
中
国
の
故
事
を
語
り
、
兵
達
を
安
心
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
事
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る16
注

。 

 

伝つ
た
へ
き
く
聞
、
魏ぎ

の
鄧と
う
が
い
し
よ
く

艾
蜀
を
攻せ
め

ん
と
せ
し
に
、
蜀し
よ
く
へ
い
た
ぜ
い

兵
多
勢
に
て
剣け
ん

閣か
く

に
支さ
ゝ
へし
か

ば
、
其そ

の
や
ぶ
り破
が
た
き
を
量は
か

り
暗あ
ん

に
陰い
ん

平へ
い

道だ
う

と
て
人じ
ん

跡せ
き

絶た
え

た
る
間か
ん

道だ
う

を
行ゆ
く

事こ
と

七
百
里
。
峻
し
ゆ
ん
ざ
ん山
絶ぜ
つ

谷こ
く

の
鳥と
り

も
翔か
け
りが
た
き
切せ
つ

所し
よ

を
。
鄧
と
う
が
い
み
づ
か
ら
せ
ん

艾
躬
氈
を
以
て
吾わ
が

身み

を
裹つ
ゝ

み
て
転こ
ろ

び
下く
だ

る
。
将し
や
う
し
こ
れ

士
是
を
見
て
我
も
〳
〵
と
木
を
攀よ
ぢ
か
づ
ら葛を
手た

操ぐ
り

て

蜀し
よ
く
ち地

に
竊

し
の
び
い
り入

遂つ
ひ

に
蜀し

よ
く
へ
い兵を

敗や
ぶ

れ
り
。 

（
前
編
巻
之
五
） 

 

右
の
鄧
艾
が
蜀
を
破
る
話
は
、『
通
俗
三
国
志
』
巻
之
四
十
九
「
鄧
艾
越
レ

嶺
襲

二

成
都
一

」
に
あ
る
。
蜀
の
軍
勢
と
戦
う
魏
の
鐘
會
と
鄧
艾
は
、
蜀
の
要
害
で
あ

る
剣
関
を
破
れ
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
、
鄧
艾
は
鐘
會
に
次
の
よ
う
な
作
戦
を
立

て
る17
注

。 

 

一
手
ノ
勢
ヲ
率ソ
ツ

シ
テ
、
陰イ
ン

平ヘ
イ

ノ
小
路
ヲ
廻マ
ハ

リ
、
漢カ
ン

中
ノ
徳ト
ク
ヤ
ウ
テ
イ

陽
亭
ニ
出
テ
、

却
テ
剣ケ

ン
ク
ワ
ン関ヲ
襲ヲ
ソ

ヒ
、
関ク
ワ
ンヨ
リ
西
ノ
方
百
里
バ
カ
リ
ニ
奇キ

兵
ヲ
用
ヒ
テ
、
直タ
ヾ

チ
ニ
成セ
イ

都ト

ヘ
攻
入
バ
、
姜ケ
ウ

維イ

必
ズ
剣ケ
ン
ク
ワ
ン関
ヲ
棄ス
テ

テ
来
リ
救ス
ク
ハ
ン
。
将
軍
ソ
ノ

時
、
虚キ

ヨ

ニ
乗ノ

ツ

テ
進
ミ
玉
ハ
ヾ
、
必
ズ
全マ

ツ
タク

功コ
ウ

ヲ
成
ン
。 

（
巻
之
四
十
九
） 

 
し
か
し
、
鐘
會
は
「
陰イ

ン

平ヘ
イ

ノ
路
」
が
「
嶺ミ

ネ

高
ク
岩イ

ワ
ホソ

ビ
ヘ
テ
、
鳥
モ
翔カ

ケ

リ
難ガ

タ

キ

処
」
な
た
め
、
定
法
に
則
っ
て
正
道
を
行
く
。
鄧
艾
は
鐘
會
が
自
身
を
侮
っ
た

こ
と
を
怒
り
、
息
子
の
鄧
忠
に
兵
五
千
を
与
え
、
単
独
で
「
陰イ

ン

平
ノ
小
路
」
に

向
か
う
。
そ
し
て
「
顛テ
ン
ガ
イ
シ
ユ
ン
コ
ク

崖
峻
谷
、
鳥
モ
翔カ

ケ

リ
難
キ
所
」
を
七
百
里
越
え
る
と
、

【図 1】『義経勲功図会』前編巻之五、21 ウ・22 オ（架蔵）
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「
殊コ
ト

更サ
ラ

高
ク
岨ソ
ビ
ヘテ
、
一
片ヘ
ン

ノ
白
雲
腰コ
シ

ヲ
縈メ
グ

リ
、
岩ガ
ン

石
屏ベ
ウ

風
ノ
如
ク
截キ
リ

立
テ
、
人

馬
一
足ア

シ

モ
登ノ

ボ

ル
コ
ト
ヲ
得
」
な
い
「
摩マ

天テ
ン

嶺レ
イ

」
に
到
着
す
る
。
鄧
艾
は
軍
兵
に

檄
を
飛
ば
す
。 

 

若
コ
ノ
嶺ミ

ネ

ヲ
越コ

ユ

ル
時
ハ
、
麓フ

モ
トハ

乃
チ
蜀
ノ
江コ

ウ

油ユ

城
ナ
リ
。
仮タ

ト
ヒ令

死
ス
ト
モ

恨ウ
ラ
ミナ

シ
。
元モ

ト

ヨ
リ
大
将
ト
士
卒ソ

ツ

ノ
情ゼ

ウ

ハ
兄
弟
ニ
異コ

ト

ナ
ル
コ
ト
無ナ

シ

。
汝
等
志

ヲ
堕ヲ
ト

サ
ズ
、
力
ヲ
尽ツ
ク

シ
テ
コ
ノ
嶺ミ
ネ

ヲ
越コ
ヘ

ナ
バ
、
必
ズ
希キ

代
ノ
功コ
ウ

ヲ
成ナ
シ

テ
、

富フ
ウ

貴キ

共
ニ
受ウ
ケ

テ
恩ヲ
ン

沢タ
ク

子
孫ソ
ン

ニ
及
ブ
ベ
シ
。
諸
軍
コ
レ
ニ
激ハ
ゲ
マサ
レ
テ
、
命イ
ノ
チヲ

棄ス
テ

ン
ト
勇イ
サ
ミケ
レ
バ
、
鄧ト
ウ

艾ガ
イ

大
ニ
喜
ビ
、
試
コ
ヽ
ロ
ミニ
馬
共
ヲ
追ヲ
ヒ

下ヲ
ロ
スニ
、
大
半
恙ツ
ヽ
ガナ

ク
落
著ツ

イ

テ
身
ブ
ル
ヒ
シ
テ
立
タ
リ
シ
カ
バ
、
扨サ
テ

ハ
心
安ヤ
ス

シ
ト
テ
、
自
ラ
毛マ
ウ

氈セ
ン

ヲ
以
テ
身ミ

ヲ
包ツ

ヽ

ミ
、
一
番バ

ン

ニ
転マ

ロ

ビ
落
ケ
レ
バ
、
諸

モ
ロ
〳
〵ノ

大
将
モ
続ツ

ヾ
イ

テ
落ヲ

ト

ス
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
四
十
九
） 

 

「
摩マ

天テ
ン

嶺レ
イ

」
を
越
え
た
鄧
艾
の
魏
軍
が
蜀
の
江
油
城
に
攻
め
込
ん
だ
た
め
、
急

襲
さ
れ
た
城
主
は
降
参
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 　

両
書
を
比
較
す
る
と
、
場
面
描
写
や
表
現
の
一
致
も
見
え
る
。『
義
経
記
』

な
ど
の
軍
記
に
は
鄧
艾
の
話
は
載
っ
て
お
ら
ず
、『
義
経
勲
功
図
会
』
が
『
通

俗
三
国
志
』
由
来
の
故
事
を
採
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
興
味
深
い
の

は
、「
鵯
越
」
と
「
摩
天
嶺
」
と
で
物
語
中
の
趣
向
が
似
通
っ
て
い
る
点
で
あ

ろ
う
。
共
に
、
獣
さ
え
通
ら
な
い
よ
う
な
間
道
を
通
り
、
崖
か
ら
急
襲
す
る
と

い
う
作
戦
で
あ
る
。「
摩
天
嶺
」
の
場
面
は
『
通
俗
三
国
志
』
の
終
盤
に
描
か

れ
る
が
、
義
経
伝
説
の
「
鵯
越
」
に
『
通
俗
三
国
志
』「
摩
天
嶺
」
を
連
想
し

た
と
す
れ
ば
、
野
亭
が
通
俗
軍
談
に
詳
し
か
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
。 

 　

た
だ
し
、
物
語
生
成
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、『
義
経
勲
功
図
会
』
が
著

名
で
人
気
の
あ
る
義
経
を
描
く
た
め
か
、
先
行
す
る
義
経
伝
説
か
ら
大
き
く
離

れ
た
用
い
方
で
は
な
く
、
類
似
し
た
通
俗
軍
談
の
場
面
を
故
事
と
し
て
添
え
る

形
で
の
利
用
で
あ
る
。
義
経
伝
説
に
な
い〈
虚
構
〉を
描
き
出
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、「
図
会
も
の
の
規
範
内
」
に
入
っ
た
使
用
法
に

近
い
と
い
え
よ
う
。 

 

三
―
2
、『
木
曽
義
仲
勲
功
図
会
』 

 　

次
に
、『
義
仲
勲
功
図
会
』
に
お
け
る
通
俗
軍
談
故
事
の
利
用
を
見
る
。『
義

仲
勲
功
図
会
』
も
、
粉
本
が
『
木
曾
義
仲
記
』（
正
徳
二
年
﹇
一
七
一
二
﹈
刊
）

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
の
既
存
の
軍
記
に
見
ら
れ

る
筋
か
ら
外
れ
た
描
き
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
義
仲
と
巴
御
前
と
の

出
会
い
に
つ
い
て
は
、
義
仲
が
諸
国
遍
歴
中
に
巴
の
勇
力
に
惚
れ
込
ん
で
盃
を

交
わ
す
と
い
う
粉
本
に
は
見
え
な
い
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
知

勇
兼
備
の
若
武
者
が
孝
心
厚
く
勇
力
無
双
の
美
女
と
将
来
を
約
す
る
場
面
の
設

定
」
は
「
稗
史
も
の
読
誦
中
の
感
を
抱
か
せ
る
」
と
評
価
さ
れ
る18

注

。 

 　

こ
の
『
義
仲
勲
功
図
会
』
に
も
、
通
俗
軍
談
を
故
事
と
し
て
利
用
す
る
箇
所

が
あ
る
。『
義
仲
勲
功
図
会
』
後
編
巻
之
一
、
義
仲
と
頼
朝
の
二
人
の
確
執
が

起
こ
り
、
義
仲
が
平
家
と
手
を
組
む
と
い
う
話
を
聞
い
た
頼
朝
は
義
仲
に
対
し



八
八

て
、
人
質
を
差
し
出
し
臣
従
し
な
け
れ
ば
木
曾
に
攻
め
込
む
と
伝
え
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
の
二
人
の
確
執
は
、
甲
斐
源
氏
で
あ
る
武
田
信
光
の
讒
言
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
頼
朝
の
家
臣
で
あ
る
土
肥
二
郎
実
平
は
頼
朝
を

諫
め
る
。
そ
の
際
の
台
詞
を
以
下
に
示
す19
注

。 

 

「（
木
曾
殿
―
論
者
補
）
義
兵
を
上
、
強が
う

敵て
き

を
瓦か
は
らの
ご
と
く
砕く
だ

き
、
堅け
ん

陣ぢ
ん

を
蓆
む
し
ろ

の
ご
と
く
破や
ぶ

り
玉
ふ
身
の
、
争い
か
でか
平
家
に
因ち
な
みを
結む
す

び
、
忽た
ち
まち
に
令れ
う

旨じ

を
反ほ

古ぐ

に
し
同ど
う

流り
う

の
源
氏
を
伐う
た

ん
と
せ
ら
れ
る
べ
き
。
恐お
そ

ら
く
は
平
家
よ
り
間か
ん

諜て
ふ

の
謀

は
か
り
ご
とを

用も
ち

ひ
、
味
方
に
同
士
軍
さ
せ
て
其
弊つ

い
へに

乗じ
や
うぜ

ん
た
め
か
、
ま

た
は
信
光
行
家
等
が
讒ざ

ん

言げ
ん

の
な
す
処
か
と
思
は
れ
候
。
抑

そ
も
〳
〵

君
東と

う

国ご
く

に
義

兵
を
起お

こ

し
木
曾
殿
北ほ

つ

国こ
く

に
旌は

籏た

を
上
ら
れ
し
は
、
倶と

も

に
帝て

い

王わ
う

の
た
め
萬ば

ん

民み
ん

の
為た
め

に
驕お
ご

る
平
家
を
誅ち
う

伐ば
つ

せ
ん
結け
つ

構か
う

に
候
は
ず
や
。
然し
か

る
に
其
平
家
は
い

ま
だ
亡ほ

ろ
び滅
ざ
る
に
、
讒ざ
ん

言げ
ん

反は
ん

間か
ん

を
信し
ん

じ
て
同ど
し
い
く
さ

氏
軍
あ
ら
ん
は
御ご

賢け
ん

慮り
よ

の
足た
ら

ざ
る
に
似に

た
り
。
古こ

語ゞ
に
も 

両
り
や
う
こ
あ
ら
そ
ふ

虎
争  

と
き
は  

一い
つ  

虎こ  

は  

斃た
を  

れ  
一い

つ  
虎こ  
は  

傷き
ず
つく  

。  

猟り
や
う
し師  

其
弊つ

い
へ

  

に  

乗じ
や
うじ  

て  

労ら
う  

せ
ず  

二に  

虎こ  

を  

得う
る  

と
申
せ
り 

。
今
木
曾
殿ど
の

と
当と
う

家け

と

戈ほ
こ

先さ
き

を
争あ
ら
そひ
玉
ふ
は
二に

虎こ

の
争
あ
ら
そ
いに
似に

た
り
。
而
し
か
ふ
して
平
家
は
猟れ
う

雄し

と
成な
つ

て
手

に
唾つ

は
きし

て
両り

や
う
け家

を
亡ほ

ろ
ぼさ

ん
と
す
べ
し
。」 

（
後
編
巻
之
一
） 

 

こ
こ
に
出
て
く
る
「
二
虎
」
の
「
古
語
」
と
い
う
の
が
、『
通
俗
三
国
志
』
巻

之
六
「
呂
布
月
夜
奪
二

徐
州
一

」
に
見
え
る
。
国
を
追
わ
れ
た
呂
布
は
劉
備
が
治

め
る
徐
州
に
身
を
寄
せ
る
。
曹
操
は
劉
備
と
呂
布
の
二
人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
恐
れ
、
群
臣
に
策
を
尋
ね
る
と
、
荀
彧
が
以
下
の
作
戦
を
述
べ
る
。 

 

「
我ワ

レ

一
ツ
ノ
計

ハ
カ
リ
ゴ
トア

リ
。 

二  

虎コ
ア
ラ
ソ
ウ競    レ  

食
シ
ヨ
ク
ヲ  

ノ
計
コ
ト 

ト
号
ス
。」曹
操
ガ
曰
、

「
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
聞
ン
。」
荀ジ

ユ
ン
イ
ク彧ガ

曰
、「 

譬タ
ト
ヘバ  

岩イ
ハ
ヲノ  

下
ニ  

食シ
ヨ
クニ  

飢ウ
ヘ  

タ
ル
二
ツ

ノ
虎
ア
リ
。
日
夜
往  

来ラ
イ  

シ
テ  

食シ
ヨ
ク

ヲ  

求モ
ト  

ム
。
時
ニ
山
ノ
上
ヨ
リ  

食シ
ヨ
ク
モ
ツ物

ヲ  

投ナ
ゲ  

下ヲ
ロ
ス  

時
ハ
、
二
ツ
ノ
虎
コ
レ  

ヲ
争

ア
ラ
ソ
フテ  

、
一  

匹ヒ
キ  

ハ  

死シ  

シ
テ
一  

匹ヒ
キ  

は  

傷キ
ズ  

ヲ  

被カ
フ
ムム  

ラ

ン
。  

然シ
カ  

ル
時
ハ  

容タ
ヤ
ス易  

ク
二
ツ
ノ
虎
ヲ  

殺コ
ロ  

ス 

。
今
玄ゲ
ン
ト
ク徳
、
徐ジ
ヨ

州
ヲ
保タ
モ
ツト
申
セ

ド
モ
、
陶ト

ウ

謙ケ
ン

ガ
譲ユ
ヅ
リヲ
受ウ
ケ

タ
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
、
天
子
ヨ
リ
封ホ
ウ

ジ
玉
ヘ
ル
ニ
ア

ラ
ズ
。
勅チ

ヨ
ク
シ使
ヲ
遣ツ
カ
ハ
シ
テ
之コ
レ

ヲ
真
マ
コ
ト

太
守
ニ
封ホ
ウ

ジ
、
又
ヒ
ソ
カ
ニ
書
簡カ
ン

ヲ
送
ヲ
ク
リ

テ
、
呂リ

ヨ

布
ヲ
殺
セ
ト
云イ

ヒ

ツ
カ
ハ
サ
バ
、
玄
徳
喜ヨ

ロ
コ
ンデ

従シ
タ
ガハ

ン
。
玄
徳
モ
シ

呂
布
ヲ
殺
サ
バ
、
将
軍
又
玄
徳
ヲ
討ウ

チ

玉
ハ
ン
ニ
、
難カ

タ

キ
コ
ト
無
ル
ベ
シ
。

玄
徳
モ
シ
、
呂
布
ヲ
殺
ス
コ
ト
能ア

タ

ハ
ザ
ル
時
ハ
、
呂
布
必
ズ
玄
徳
ヲ
殺
サ

ン
。
此
乃ス
ナ
ハチ
二
虎コ
ア
ラ
ソ
ウ競

レ

食
シ
ヨ
ク
ヲ

ノ
計
ナ
リ
。」 

（
巻
之
六
） 

 

荀
彧
は
曹
操
に
、
劉
備
を
徐
州
の
太
守
と
す
る
代
わ
り
に
呂
布
を
殺
す
よ
う
命

じ
て
二
人
を
争
わ
せ
る「
二
虎コ

ア
ラ
ソ
ウ競

レ

食
シ
ヨ
ク
ヲ

ノ
計
」を
進
言
す
る
。
し
か
し
結
局
、

劉
備
が
計
略
を
見
抜
き
、
呂
布
を
暗
殺
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
義
仲
勲
功

図
会
』
に
『
通
俗
三
国
志
』
の
人
物
名
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
実
平
の
諫
言

と
荀
彧
の
計
略
と
で
細
か
い
差
異
も
あ
る
が
、
実
力
者
の
二
人
が
第
三
者
の
謀

に
よ
っ
て
不
和
と
な
り
、
そ
の
不
和
に
乗
じ
て
第
三
者
が
二
人
を
征
服
す
る
と

い
う
「
二
虎
競
食
」
の
内
容
は
両
書
で
共
通
す
る
。 

 　

前
節
で
見
た
『
義
経
勲
功
図
会
』
と
同
様
に
、
義
仲
説
話
に
則
し
て
通
俗
軍

談
の
趣
向
が
故
事
と
し
て
挿
入
さ
れ
る
。
物
語
内
の
行
動
に
中
国
故
事
を
あ
げ



八
九

る
こ
と
で
、
知
略
の
正
当
性
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
故
事
と
し
て

添
え
る
形
の
み
で
あ
れ
ば
、
前
掲
大
高
論
考
が
指
摘
し
た
籬
島
の
手
法
と
大
差

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
の
通
俗

軍
談
利
用
は
、
ま
た
異
な
っ
た
様
相
を
有
し
て
い
る
。 

 

四
、
趣
向
と
し
て
の
通
俗
軍
談
利
用 

 

四
―
1
、『
楠
正
行
戦
功
図
会
』 

 　

野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
の
初
作
『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
に
は
西
浦
武
孝
の
序

が
付
い
て
お
り
、
そ
の
序
に
よ
る
と
本
書
は
、
大
楠
公
の
楠
正
成
に
比
し
て
知

名
度
の
低
い
息
子
の
小
楠
公
正
行
の
事
蹟
を
記
し
、
稗
史
や
演
劇
な
ど
で
民
衆

に
親
し
ま
れ
た
も
の
と
は
違
う
、
よ
り
「
精
確
」
な
正
行
像
を
示
す
こ
と
を
目

指
し
た
、と
書
か
れ
る
。
物
語
の
大
筋
は
近
世
軍
書『
楠
二
代
軍
記
』（
別
名『
楠

氏
二
先
生
全
書
』、
種
田
吉
豊
作
、
寛
文
二
年
﹇
一
六
六
二
﹈
刊
）
を
粉
本
と

し20
注

、
他
に
も
『
南
朝
太
平
記
』、『
三
楠
実
録
』、『
太
平
記
秘
鑑
』
な
ど
の
複
数

の
資
料
を
利
用
し
て
い
る21
注

。
そ
し
て
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
通
俗
軍
談
と
の
関

連
も
看
取
で
き
、
一
つ
の
軍
記
を
ほ
ぼ「
敷
き
写
」し
た
籬
島
の〈
図
会
も
の
〉

と
は
異
な
っ
た
面
が
認
め
ら
れ
る 

。

 　

ま
ず
故
事
と
し
て
の
利
用
は
、「
昔む

か
し
ち
や
う
は
ん
ば

長
阪
坡
の
戦た

ゝ
かひ
に
、
常

じ
や
う

山
の
趙て

う
う
ん雲
が
曹さ

う

操〳
〵

が
百ひ

や
く
ま
ん
き

万
騎
を
斬き

り

崩く
ず

し
け
る
も
、
斯か

く

や
と
思
ふ
ば
か
り
也
」（
前
編
巻
之
一
）、

「
漢か
ん

楚そ

烏う
ご

江う

の
戦た
ゝ
かひ
に
、
韓か
ん

信し
ん

が
十じ
ふ

面め
ん

埋ま
い

伏ふ
く

の
計け
い

策さ
く

に
倣な
ら

ひ
、
此こ
の

度た
び

も
十じ
つ

方ほ
ふ

に

伏ふ
く

兵へ
い

を
も
ふ
け
」（
前
編
巻
之
三
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る22

注

。『
通
俗
三
国
志
』
の

趙
雲
や
、『
通
俗
漢
楚
軍
談
』（
夢
梅
軒
章
峯
作
、
元
禄
八
年
刊
）
の
韓
信
の
名

前
を
例
に
出
し
、
人
物
の
性
格
や
行
動
に
賦
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
書
に

は
、
三
章
で
見
て
き
た
故
事
と
し
て
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
本
朝
の
史
実
を
描

く
に
あ
た
っ
て
は
〈
虚
構
〉
と
な
る
趣
向
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

 　

ま
ず
、『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
前
編
巻
之
三
の
場
面
を
見
る
。
楠
氏
が
あ
く

ま
で
南
朝
に
従
う
た
め
、
北
朝
方
の
足
利
直
義
が
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
攻
め
込

ん
で
く
る
。
し
か
し
、
楠
氏
の
軍
師
恩
地
左
近
の
計
略
に
よ
っ
て
、
足
利
は
敗

戦
が
続
く
。
そ
こ
で
足
利
の
軍
師
細
川
員か

ず

氏う
じ

は
一
計
を
案
じ
、
楠
の
軍
師
恩
地

と
① 

「  

陣ぢ
ん  

戦せ
ん  

」
を
行
う 

こ
と
を
持
ち
か
け
る
（
図
２
）。 

（
員
氏
―
論
者
補
）
忽た

ち
まち

一い
ち

陣ゞ
ん

を
布し

き

終お
は

り
、
再ふ

た
ゝび

陣ぢ
ん
ぐ
わ
い外に

出い
で

、「
② 

如い  

何か  

に  

恩お
ん  

地ぢ  

氏う
じ  

、
某

そ
れ
が
しが  

布し
き  

た
る  

陣ぢ
ん  

を
、  

何な
に  

と
見
玉
ひ
し
や 

。」と
呼よ

ば

は
り
け
り
。
恩お

ん

地ぢ

瞳ひ
と
みを
定さ
だ

め
て
熟つ
ら

然〳
〵

細ほ
そ

川か
は

が
陣ぢ
ん

を
見
る
に
、
東と
う

西ざ
い

南な
ん

北ぼ
く

を
分わ
か

ち
、
五ご
し
き
ご
ほ
う

色
五
方

の
籏は

た

を
立た
て

、
尤
も
つ
と
も
へ
ん
く
わ

変
化
の
象か
た
ち
あ
り有
と
見
え
た
り
け
る
。
恩お
ん

地ぢ

呵か
ら

々〳
〵

と
笑わ
ら

ひ
、

「
名な

に
轟
と
ゞ
ろ
きし
細ほ
そ
か
は
こ
う

川
公
な
れ
ば
、
嘸さ
ぞ

珍め
づ

ら
し
き
陣ぢ
ん

を
布し
き

玉
は
ん
と
存ぞ
ん

ぜ
し

に
、
是こ

は
小せ
う

児に

も
知し
つ

た
る
八は
ち
も
ん
き
ん
さ
ん

門
金
鑚
の
陣ぢ
ん

な
ら
ず
や
。」
と
い
ふ
。

細ほ
そ
か
は
こ
ゝ
ろ
い
か

川
心
怒
り
又
問と

ふ

て
謂

い
へ
ら
く、「
足そ

つ
か
な
に

下
何
を
も
つ
て
金き

ん

鑚さ
ん

の
陣ぢ

ん

な
り
と
見
る
や
。」

恩お
ん

地ぢ

答こ
た
へて
、「
此こ

の

陣ぢ
ん

に
は
死し

も
ん
あ
り
し
や
う
も
ん

門
有
生
門
あ
り
。
陰い

ん
ぢ
ん
あ
り
や
う
ぢ
ん

陣
有
陽
陣
あ
り
。
又
向こ

う

背は
い

あ
り
。
四し

面め
ん

合が
つ

し
て
一い

ち

陣ゞ
ん

と
も
な
る
。
能よ

く
は
つ
く
わ

八
卦
の
陣ぢ

ん

に
似に

た
れ
ど
も
、



九
〇

又
大
い
に
異こ

と

な
り
、
号な

づ
けて
③ 

混こ
ん
げ
ん
い
つ
き
は
ち
も
ん
き
ん
さ
ん

元
一
気
八
門
金
鑚    の  

陣ぢ
ん  

と
い
ふ  

事こ
と 

、
誰だ

れ

か

知し
ら

ざ
ら
ん
。」
と
嘲あ

ざ
わ
ら笑

ふ
。〈
中
略
〉
員か

ず

氏う
じ

「
誠ま

こ
とに

楠な
ん

家け

の
謀ほ

う

師し

ほ
ど
有あ

つ

て
、

速す
み
や
かな
る
答こ
た

へ
天あ
つ

晴は
れ

に
候
。
願ね
が
はく
は
御ご

辺へ
ん

も
一い
ち

陣ゞ
ん

を
布し
き

て
見
せ
玉
へ
。」
と

望の
ぞ
みけ
る
。
左さ

近こ
ん

「
心こ
ゝ
ろ
え得
た
り
。」
と
陣ぢ
ん

中ち
う

に
帰か
へ

り
、
下げ

知ち

を
伝つ
た

へ
て
一い
ち

陣ゞ
ん

を
布し
き

終お
は

り
、
陣ぢ
ん
ぐ
わ
い外
に
出い
で

て
、「
④ 

如い  

何か  

に  

員か
ず  

氏う
じ  

、
某

そ
れ
が
しが  

布し
き  

た
る  

一い
ち  

陣ゞ
ん  

を  

知し
り

  

給
へ
る
か 

。」と
問と
ふ

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
編
巻
之
三
）

 

恩
地
と
員
氏
は
互
い
に
陣
を
布
き
合
い
、
そ
の
陣
法
が
い
か
な
る
も
の
か
を
当

て
る
勝
負
を
行
う
。
こ
の
趣
向
は
『
通
俗
三
国
志
』
巻
之
四
十
二
「
孔
明
祁
山

布
二

八
陣
一

」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

孔
明
ガ
曰
、「
汝
大
将
ヲ
闘タ

ヽ
カハ

シ
メ
ン
カ
、
陣
法
ヲ
闘タ

ヽ
カハ

シ
メ
ン
カ
、
又

ハ
兵モ
ノ

ヲ
闘
タ
ヽ
カ
ハシ
メ
ン
カ
。」
司シ

馬
懿イ

ガ
曰
、「
① 

マ
ヅ  

陣ヂ
ン  

法ハ
フ  

ヲ  

闘タ
ヽ
カハ  

シ
メ
ン 

。」

孔
明
ガ
曰
、「
汝
マ
ヅ
一
陣
ヲ
布シ

ケ

。
見
物ブ
ツ

セ
ン
。」司シ

馬
懿イ

乃
チ
中
軍
ニ
入
、

黄キ

ナ
ル
旗ハ
タ

ヲ
以
テ
兵
ヲ
分ブ
ン

配パ
イ

シ
、
又
馬
ヲ
出
シ
テ
、「
② 

汝
ワ
ガ
陣
ヲ
知

タ
ル
カ
。」
ト
問
ケ
レ
バ 

、
孔
明
笑
テ
曰
、「
我ワ
ガ

軍
中
ニ
ハ
、
末ス
ヘ

々
ノ
大
将

モ
其
陣
ヲ
知
、
是
乃
チ
③ 

混コ
ン  

元ゲ
ン  

一  

気キ  

ノ  

陣ヂ
ン 

ナ
リ
。」
司シ

馬
懿イ

ガ
曰
、「
汝
モ

一
陣
ヲ
布シ

ケ

。
見ケ

ン

物ブ
ツ

セ
ン
。」
孔
明
乃
チ
中
軍
ニ
入
、
羽ウ

扇セ
ン

ヲ
持
テ
一
度タ

ビ

招マ
ネ

キ
、
又
車
ヲ
出
シ
テ
曰
、「
④ 

汝
ヨ
ク
我
陣
ヲ
知
レ
リ
ヤ 

。」
司シ

馬
懿イ

ガ
曰
、

「
量ハ

カ
ルニ
何
ゾ
知
ザ
ラ
ン
。
是
乃
チ
八
卦ケ

ノ
陣
ナ
リ
。」 

（
巻
之
四
十
二
） 

 

両
書
の
共
通
点
は
、
①
軍
師
同
士
で
陣
法
を
闘
わ
せ
る
、
②
員
氏
（
司
馬
懿
）

が
先
ず
陣
法
を
披
露
す
る
、
③
左
近
（
孔
明
）
は
「
混
元
一
気
」
の
陣
法
と
答

【図 2】『楠正行戦功図会』前編巻之三、15 ウ・16 オ（架蔵）



九
一

え
る
、
④
次
に
左
近
（
孔
明
）
が
陣
法
を
披
露
す
る
、
以
上
の
四
点
が
確
認
で

き
る
。
た
だ
し
、『
通
俗
三
国
志
』
で
は
司
馬
懿
が
孔
明
の
陣
法
を
速
や
か
に

答
え
た
後
、
実
際
の
戦
い
へ
と
移
る
が
、『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
で
は
、
員
氏

が
そ
の
陣
を
「
臥ぐ

わ
り
や
う
せ
ん
せ
い

竜
先
生
が
布し

き

た
る
、
檀だ

ん

應お
う

の
陣ぢ

ん

な
り
」
と
気
付
き
な
が
ら
、

恩
地
を
油
断
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
「
無む

名め
い

の
陣ぢ

ん

」
と
答
え
た
た
め
、
兵
達
の
前

で
恩
地
に
辱
め
ら
れ
る
話
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
趣
向
が
一
致
す
る
こ
と

や
「
臥
龍
」
と
い
う
孔
明
の
通
り
名
を
本
文
に
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
通

俗
三
国
志
』
由
来
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。 

 　

次
に
、『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
前
編
巻
之
五
、
尊
氏
が
賄
賂
を
贈
っ
た
こ
と

で
新
田
義
貞
の
断
り
も
な
い
ま
ま
和
平
が
な
り
、
帝
は
花
山
の
故
宮
に
幽
閉
さ

れ
る
。
恩
地
は
京
都
に
上
り
、
越
智
伊
賀
守
を
説
い
て
帝
を
救
う
作
戦
を
打
ち

明
け
る
。
そ
の
作
戦
で
は
、
敵
を
欺
く
た
め
に
帝
の
影
武
者
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
身
代
わ
り
の
将
を
選
出
す
る
た
め
、
恩
地
は
宴
会
を
催
す
。 

斯か
く

て
其そ
の

翌よ
く

日じ
つ

、
恩お
ん

地ぢ

が
は
か
ら
ひ
と
し
て
、
獅し

子ゝ
の
間ま

に
① 

宴え
ん  

席せ
き  

を
も
ふ

け 

、
② 

床と
こ  

の  

間ま  

に
は  

戦せ
ん  

国ご
く  

七ひ
ち  

雄ゆ
う  

の
時
の  

楚そ  

王わ
う  

が  

故ふ
る  

事こ
と  

を
ゑ
が
き
た
る  

掛か
け  

物も
の

  

を
か
け 

、〈
中
略
〉種く
さ
〳
〵々

の
佳か

肴か
う

を
携た
づ
さへ
出い
で

、
席せ
き

中ち
う

せ
ま
し
と
な
ら
べ
立
ぬ
。

〈
中
略
〉
時と
き

に
神じ
ん

宮ぐ
う

寺じ

小
太
郎
恩お
ん

地ぢ

に
向む
か

ひ
、「
か
ゝ
る
目め

出で

度た
き

御お
ん

嘉か

儀ぎ

に

③ 

御お
ん  

床と
こ  

の  

間ま  

の  

掛か
け  

も
の  

甚は
な
はだ  

似に  

つ
か
は
し
か
ら
ず  

覚お
ぼ  

へ
候
。  

如い  

何か  

な
る  

謂
い
は
れ

の  

候
や
。」
と  

問と
ひ  

け
れ
ば 

、
恩
地
答こ

た
へて
、「
さ
れ
ば
彼あ

の
掛か

け

も
の
に
附つ

き

て
子し

細さ
い

あ
り
。
語か

た
つて
聞き

か

せ
申
さ
ん
。
列お

の
〳
〵
ぐ
わ
め
ん

位
画
面
を
熟と

く

と
見
給
ふ
べ
し
。
あ
れ
車

に
乗の
り

し
一ひ
と
り人
の
大た
い
し
や
う将あ
り
。
車
の
下し
た

に
身み

を
隠か
く

す
一
人
の
王わ
う

侯こ
う

有あ
り

。
然し
か
ふし

て
山
の
間あ

わ
いよ

り
大お

ほ
ぜ
い
お
つ

勢
追
か
く
る
図づ

を
画ゑ

が
きし

は
、
漢も

ろ

土こ
し
④ 

戦せ
ん  

国ご
く  

の  

七ひ
ち  

雄ゆ
う  

か
た

み
に
天
下
を  

争あ
ら
そふ  

時と
き  

、  

秦し
ん
そ
た
い
が
く
ざ
ん

楚
大
岳
山    の  

廣ひ
ろ  

郊の  

に  

戦た
ゝ
かふ 

。さ
れ
ど
も
秦し

ん

は
大た

い

軍ぐ
ん

の
上う

へ

兵へ
い

彊つ
よ

け
れ
ば
、
楚そ

遂つ
ひ

に
敗は

い

績せ
き

し
、
三

さ
ん
ぐ
ん
こ
と
〴
〵
く
に
げ
う
せ

軍
悉
逃
失
て
、
残の

こ

る
は
楚そ

王わ
う

の
車
と
、
車
を
押お

す
し
そ
つ

士
卒
十
人
許ば

か
りな

り
。
此こ

の

者も
の

等ど
も

も
秦し

ん

兵へ
い

の
隆さ

か
ん

な
る
に
懼

お
そ
れ

て
、
王
の
車
を
林
は
や
し
の
な
か
中
に
曳ひ
き

入い
れ

、
己を
の

が
さ
ま
〴
〵
逃に
げ

失う
せ

ぬ
。
然し
か

る
に
一い
ち

人に
ん

の

士し

卒そ
つ

残の
こ
りと
ゞ
ま
り
、
楚そ

王わ
う

に
言ま
ふ
しけ
る
は
『
君
は
早は
や

く
御ご
い
く
わ
ん

衣
冠
を
脱ぬ
ぎ

て
下や
つ
が
れ官

に
賜た

ま

へ
。
恐お
そ
れな
が
ら
大だ
い

王わ
う

の
御
身
に
代か
は

り
、
敵て
き

を
欺あ
ざ
むき
秦し
ん

国こ
く

へ
赴
お
も
む
き
さ
む
ら
候
は

ん
。
大
王
は
其そ

の

間ひ
ま

に
落お
ち

遁の
び

給
へ
。』
と
勧す
ゝ

む
。
楚そ

王わ
う

甚
は
だ
感か
ん

じ
給
ひ
、

召め
さ

れ
し
御ぎ

よ
い
か
む
り

衣
冠
を
士し

卒そ
つ

に
与

あ
た
へ

給
ふ
。
士し

卒そ
つ

は
逸い

ち

疾は
や

く
是こ

れ

を
着ち

や
くし

車
の
内
に

端た
ん

座ざ

し
け
れ
ば
、
楚そ

王わ
う

は
大た

い

樹じ
ゆ

の
間ひ

ま

に
身
を
隠か

く

し
給
ふ
。
程ほ

ど

な
く

秦し
ん
へ
い
お
ひ
き
た

兵
追
来
り
、
林り

ん

中ち
う

に
車
の
見
ゆ
る
を
曳ひ

き

出い
だ

し
、
其そ

の
ま
ゝ
し
ん

侭
秦
の
陣ぢ

ん

中ち
う

に
曳ひ

き

行ゆ
き

て
『
楚そ

王わ
う

を
擒と

り
こに

せ
り
。』
と
言ま

う

す
。
秦し

ん
わ
う
い
そ

王
急
ぎ
引ひ

き

出い
だ

し
見
る
に
、
楚そ

王わ
う

に
あ
ら
で
一
人
の
匹ひ
つ

夫ふ

な
り
け
れ
ば
、
大
ひ
に
怒い
か

り
其そ
の
し
さ
い

子
細
を
責せ
め

問と
ふ

ふ

に
、
彼か

の
し
そ
つ

士
卒
少す
こ
しも
偽い
つ
はら
ず
一い
ち
ぶ
し
ぢ
ふ

五
一
十
を
語か
た

り
け
る
に
ぞ
、
秦し
ん
わ
う
た
ち
ま

王
忽
ち
怒い
か
りを

和や
は

ら
げ
、『
汝な
ん
じ
ひ
つ
ふ

匹
夫
な
が
ら
天あ
つ

晴は
れ

忠ち
う

義ぎ

の
者
也
。』
と
て
、
却か
へ
つ
て
数あ
ま

多た

の

賞し
や
う
き
ん
金
を
あ
た
へ
本ほ
ん

国ご
く

へ
助た
す
け
か
へ帰せ
し
と
也
。」 

（
前
編
巻
之
五
）

 

こ
こ
で
の
特
徴
を
抽
出
す
る
に
、
①
軍
師
が
宴
会
を
開
く
、
②
部
屋
に
は
楚
王

が
描
か
れ
た
軸
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
、
③
人
々
が
そ
の
軸
を
掛
け
た
意
味
を
軍

師
に
問
い
質
す
、
④
秦
と
楚
の
戦
い
の
故
事
（
身
代
わ
り
譚
）
を
説
明
す
る
、



九
二

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
計
略
を
行
え
る
者
が
い
な
い
か
を
尋
ね
、
将
達
は
帝
の

身
代
わ
り
と
な
る
役
を
進
ん
で
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
。 

 　

こ
の
趣
向
は『
通
俗
漢
楚
軍
談
』巻
之
十「
紀
信
栄
陽
詐
降
レ

楚
」に
基
づ
く
。

項
羽
率
い
る
楚
の
軍
勢
が
栄
陽
城
に
籠
も
る
漢
軍
を
包
囲
す
る
。
漢
軍
は
食
糧

が
尽
き
て
し
ま
い
、
落
城
寸
前
に
陥
る
。
そ
の
時
、
張
良
が
一
つ
の
計
略
を
立

て
る
。
該
当
箇
所
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る23

注

。 

次
ノ
日
大
ニ
① 

酒  

宴エ
ン  

ヲ  

設モ
フ  

ケ 
、
使
ヲ
以
テ
諸
大
将
ヲ
招マ
ネ
キケ
レ
バ
、
暫
シ
バ
ラ
クア
リ

テ
皆
出
来
リ
、
各

ヲ
ノ
〳
〵
ヒ
ン
シ
ユ

賓
主
ヲ
分
テ
坐ザ

シ
タ
リ
シ
ニ
、
② 

床ト
コ  

ニ
一  

軸ジ
ク  

ノ  

絵エ  

ヲ  

掛カ
ケ

  

タ
リ
シ
カ
バ 

、
立タ

チ

ヨ
リ
テ
之
ヲ
見ミ

ル

ニ
、
一
輛リ

ヤ
ウノ

車
ヲ
画エ

ガ

キ
テ
、
其ソ

ノ

跡ア
ト

ヨ
リ

緊キ
ビ
シク

鎧ヨ
ロ
フタ

ル
武
士
、
数ス

十
騎キ

、
急
ニ
彼カ

ノ

車
ヲ
追ヲ

ツ

蒐カ
ク

ル
躰テ

イ

ア
リ
。
又
傍カ

タ
ハ
ラニ

茂シ
ゲ
リタ
ル
林ハ
ヤ
シ
ア
リ
テ
、
其ソ
ノ

陰カ
ゲ

ニ
一
人
逃ニ
ゲ

隠カ
ク

レ
タ
ル
躰テ
イ

ヲ
写ウ
ツ
シ
タ
ル
絵エ

ナ
リ
。

③ 

諸
将
ソ
ノ  

意コ
ヽ
ロヲ  

解サ
ト
ラズ  

、
乃
チ
張
良
ニ
問
テ
申
ケ
ル
ハ
、「  
是コ

レ  

ハ  

何ナ
ニ  

ヲ  

写ウ
ツ
シタ

  

ル  

絵エ  

ニ
テ
候
フ
ゾ  

。
願

ネ
ガ
ハ
クハ  

其ソ
ノ  

意
ヲ  

聞キ
カ  

ン 

。」
張
良
申
シ
ケ
ル
ハ
、「
④ 

昔ム
カ  

シ  

斉セ
イ  

ノ  

景ケ
イ  

公
、  

晋シ
ン  

ト
戦

タ
ヽ
カ
フテ 

、
散
々
ニ
打
マ
ケ
、
諸
軍
勢
ミ
ナ
四
角カ
ク

八
方
ヘ
逃ニ
ゲ

失ウ
セ

テ
、
後ウ
シ
ロヨ
リ
ハ
晋シ
ン

ノ
大
軍
ス
キ
間マ

モ
ナ
ク
追ヲ
ヒ

来
リ
シ
カ
バ
、
景ケ
イ

公
イ
カ
ン

ト
モ
ス
ベ
キ
様ヤ

ウ

ナ
カ
リ
シ
ニ
、
一
人
ノ
田デ

ン

父フ

、
車ク

ル
マヲ

御ギ
ヨ

シ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、

景
公
ニ
告
テ
申
ケ
ル
ハ
、『
事
ス
デ
ニ
急キ

ウ

ナ
リ
。
大
王
早
ク
車
ヨ
リ
出
テ

林ハ
ヤ
シノ
中
ヘ
隠

カ
ク
レ

玉
ヘ
。
臣
恐オ

ソ
レナ
ガ
ラ
大
王
ノ
御ギ

ヨ

衣エ

ヲ
着チ

ヤ
クシ
、
御ヲ

ン
ク
ル
マ車ノ
内
ニ
坐ザ

シ
テ
敵テ

キ

ヲ
欺

ア
ザ
ム
カン
。』〈
中
略
〉
田
父
急キ

ウ

ニ
景
公
ヲ
車
ヨ
リ
引
出
シ
テ
、
林
ノ

中
ニ
隠カ
ク

シ
、
自
ラ
其ソ

ノ

御
衣
ヲ
着チ

ヤ
クシ
テ
、
車
ノ
内
ニ
端タ

ン

坐ザ

セ
シ
ニ
、
晋シ

ン

ノ
兵

二
百
余ヨ

騎キ

、
四
方
ヨ
リ
取ト

リ

圍カ
コ

ミ
、
了ツ

イ

ニ
生イ

ケ

捕ド
リ

テ
帰
リ
ケ
レ
バ
、
晋
公
大
ニ

怒
リ
、『
此コ

レ

ハ
景ケ

イ

公
ニ
ア
ラ
ズ
。
速

ス
ミ
ヤ
カニ

殺コ
ロ

セ
。』
ト
下
知
セ
ラ
ル
レ
バ
、
田

父
申
ケ
ル
ハ
、『
我ワ
レ

景
公
ノ
為タ
メ

ニ
此コ
ヽ

ニ
来
ル
。
早
々
ニ
死
ヲ
受ウ
ケ

ン
。』〈
中
略
〉

晋シ
ン

公
聞
テ
深フ
カ

ク
感カ
ン

嘆タ
ン

シ
、『
其ソ
ノ

身ミ

ハ
賤イ
ヤ
シキ
田
父
ナ
レ
ド
モ
、
其
ソ
ノ
コ
ヽ
ロ
ザ
シ
タ
ツ
ト

志
貴
ブ

ベ
シ
。〈
中
略
〉』
ト
テ
、
了ツ
イ

ニ
田
父
ガ
命イ
ノ
チヲ
宥ユ
ル
サレ
タ
リ
。
此コ
ノ

絵エ

ハ
乃
チ
之

ヲ
写ウ

ツ

セ
リ
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
十
）

 

『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
の
特
徴
も
、
①
軍
師
が
宴
会
を
開
く
、
②
部
屋
に
は
楚
王

が
描
か
れ
た
軸
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
、
③
人
々
が
そ
の
軸
を
掛
け
た
意
味
を
軍

師
に
問
い
質
す
、
④
秦
と
楚
の
戦
い
の
故
事
を
説
明
す
る
、
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
張
良
の
計
略
を
悟
っ
た
諸
将
が
「
君キ

ミ

難ナ
ン

ア
ラ
バ
臣
乃

チ
之コ
レ

ニ
代カ
ハ
ルベ
シ
」
と
、
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
自
ら
望
み
、
そ
の
中
か
ら
紀

信
が
選
ば
れ
、
劉
邦
の
影
武
者
と
な
っ
た
紀
信
は
項
羽
に
殺
さ
れ
る
。
し
か
し

こ
の
行
為
に
よ
っ
て
、
紀
信
は
「
忠
臣
」
の
称
号
を
得
る
。 

 　

酒
宴
の
場
で
、
掛
け
軸
を
以
て
身
代
わ
り
の
必
要
性
を
訴
え
る
趣
向
が
一
致

す
る
。
故
事
の
内
容
が
秦
と
楚
と
の
戦
い
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
の
違
い
も
あ
る

が
、
王
の
服
を
代
わ
り
に
着
て
敵
陣
に
連
れ
て
行
か
れ
る
点
、
そ
の
忠
に
感
銘

し
た
敵
方
が
命
を
助
け
る
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
「
紀き

信し
ん

は
沛は

い

公こ
う

に
代か

は
りて
栄ゑ

い
や
う
じ
や
う

陽
城
に
焼や

き

殺こ
ろ

さ
れ
」
と
あ
り
、
紀
信
の
名
が
登
場
す
る
こ
と

も
、
通
俗
軍
談
の
計
略
や
人
物
像
を
重
ね
合
わ
せ
た
証
左
と
な
ろ
う
。 

 　

右
に
通
俗
軍
談
と
の
関
連
を
二
例
あ
げ
た
が
、
特
に
、
恩
地
に
対
し
て
孔
明



九
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や
張
良
と
い
っ
た
知
略
に
長
け
た
人
物
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
今

井
正
之
助
「「
正
成
も
の
」
刊
本
の
生
成
―
『
楠
氏
二
先
生
全
書
』
か
ら
『
絵

本
楠
公
記
』
ま
で
―　

付
．『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
覚
書24

注

」
は
『
楠
正
行
戦
功

図
会
』
と
粉
本
の
諸
書
と
を
比
較
し
、
恩
地
の
描
写
が
「
圧
倒
的
に
多
い
」
こ

と
を
ふ
ま
え
て
、「「
楠
正
行
戦
功
図
会
」
を
名
乗
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
恩

地
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
」
と
評
し
た
が
、
通
俗
軍
談
の
利
用
も
そ
の
要
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
よ
う
。
史
実
に
則
し
た
故
事
で
は
な
く
、
恩
地
の
形
象
と
し

て
明
ら
か
な
〈
虚
構
〉
で
あ
る
通
俗
軍
談
の
趣
向
が
賦
与
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み

る
と
、
単
純
な
「
敷
き
写
し
」
と
は
い
え
な
い
一
面
が
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉

に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

四
―
2
、『
義
仲
勲
功
図
会
』 

 　

続
い
て
、『
義
仲
勲
功
図
会
』
後
編
巻
之
四
の
場
面
を
取
り
上
げ
た
い
。
義

仲
の
叔
父
行
家
が
播
磨
で
平
家
に
敗
れ
、
後
白
河
法
皇
は
佞
臣
の
讒
言
を
信
じ

て
近
隣
の
武
士
に
義
仲
討
伐
の
院
宣
を
出
す
。
そ
の
た
め
兵
が
法
住
寺
殿
に
集

ま
り
義
仲
追
討
の
準
備
を
す
る
。
そ
の
話
を
聞
い
た
義
仲
は
法
住
寺
殿
を
焼
き

討
ち
、
法
皇
を
幽
閉
す
る
。
有
名
な
「
法
住
寺
合
戦
」
で
あ
る
。
以
下
の
本
文

は
「
法
住
寺
合
戦
」
の
後
の
展
開
に
あ
た
る
。 

茲こ
ゝ

に
前

さ
き
の
く
わ
ん
は
く

関
白
松
殿
﹇
割
書
﹈
基
房
公
」
に
一
人
の
姫ひ

め
ぎ
み
お
は
し
ま

君
御
座
す
。
天
の

主な
せ

る
美び

貌ぼ
う

端た
ん

麗れ
い

な
り
し
か
ば
。
天あ

は
れ
に
よ
う
ご
こ
う
い

晴
女
御
更
衣
に
も
具そ

な
へん
も
の
と
。
末す

へ

頼た
の

母も

し
く
思
は
れ
け
る
が
。
木
曽
殿
か
ね
て
彼か
の

姫
君
の
美び

貌ぼ
う

を
聞
。
不み

見ぬ

恋こ
ひ

に
あ
く
が
れ
玉
へ
ど
も
高か

う

位ゐ

の
御
方
の
姫ひ

め

君ぎ
み

な
れ
ば
。
言い

ひ

も
出
さ
で
過す

ご

し

玉
ひ
け
る
に
。
不

ゆ
く
り
な
く意

此
度
の
擾じ

や
う
ら
ん
い
で
き

乱
出
来
け
れ
ば
。
基も

と

房ふ
さ

公
深ふ

か

く
憂

う
れ
ひ

玉
ひ
。

か
ね
て
は
国こ

く

王わ
う

の
后き

さ
きに

も
と
お
も
ひ
玉
ひ
し
姫
君
な
れ
ど
も
。
木
曽
が
恋こ

ひ

慕し
た

ふ
こ
そ
幸
ひ
。
渠か

れ

に
与あ

た

へ
て
君
を
困く

る
しめ

奉
ら
ざ
る
や
う
計は

か
らは

め
と
て
。

〈
中
略
〉
姫
君
を
密ひ
そ
か
に
御
膝ひ
ざ

本も
と

に
招ま
ね

き
仰お
ゝ
せ
け
る
は
。
今こ
の

般た
び

木
曽
義
仲
。
一い
ち

時じ

の
怒い
か
りに
乗じ
や
うじ
君
を
押お
し

篭こ
め

奉
り
。
公こ
う

卿け
い

の
官
く
わ
ん
し
よ
く
職
を
止や
め
て
う
て
い

朝
廷
を
乱み
だ

る
と
い
へ

ど
も
。
君
に
も
御
過あ

や
ま
ちま
し
ま
さ
ぬ
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
義
仲
此
時
に
乗ぜ
う

じ
嵯さ

峨が

に
在ま
し
ます
故こ
た
か
く
ら
の
み
や

高
倉
宮
の
御み

子こ

を
帝み
か
どと
仰あ
ふ

ぎ
法ほ
う

皇わ
う

主し
ゆ

上じ
や
うを
永な
が

く
困
く
る
し

奉
る

ま
じ
き
に
あ
ら
ず
。
然し

か

あ
り
て
天
下
の
大た

い

乱ら
ん

王わ
う

道ど
う

の
衰す

い

微び

た
り
。 

昔  

漢か
ん  

朝て
う

  

の  

末す
へ  

に  

董と
う  

卓た
く  

と
い
ふ
者
。  

漢か
ん  

帝て
い  

を  

押お
し  

篭こ
め  

困く
る
し
め

  

け
る
を
。  

司し  

徒と  

王わ
う  

允い
ん  

が
女

む
す
め  

貂て
う  

蝉せ
ん  

と
い  

ふ
婦お

ん
な  。

父
に  

勧す
ゝ
めて  

自
み
づ
か
ら  

董と
う  

卓た
く  

が  

妾そ
ば
めと  

な
り
。  

種さ
ま  

々〴
〵  

諌い
さ
めて  

漢か
ん  

帝て
い  

の  

閉お
し  

戸こ
め  

を  

救す
く  

ひ
た
り
し
と
か
や 

。
然さ

れ
ば
御
身
貂て

う

蝉せ
ん

が
忠ち

う

孝か
う

に
效な

ら

ひ
。
木
曽
が

妻つ
ま

と
な
り
て
渠か
れ

が
心
を
宥な
だ

め
。
君
の
御ご

憂ゆ
う

苦く

を
救す
く

ひ
奉
り
玉
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
編
巻
之
四
）

 

ま
と
め
る
と
、「
美び

貌ぼ
う

端た
ん

麗れ
い

」
な
松
殿
の
娘
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
松
殿
が
、
法
皇
へ
の
暴
挙
を
留
め
る
た
め
に
義
仲
に
娘
を
差
し
出
す
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
義
仲
は
そ
の
狙
い
通
り
、
松
殿
の
娘
を
寵
愛
し

て
遊
興
に
耽
る
（
図
３
）。
問
題
は
そ
の
故
事
に
、
漢
の
時
代
に
美
し
さ
を
以

て
逆
臣
の
暴
走
を
止
め
た
貂
蝉
の
話
を
あ
げ
る
点
で
あ
る
。 



九
四

 　

貂
蝉
の
話
は
『
通
俗
三
国
志
』
巻
三
「
司
徒
王
允
説
二

貂
蝉
一

」
に
見
え
る
。

権
力
を
握
っ
た
董
卓
は
帝
を
蔑
ろ
に
し
、
諸
侯
が
董
卓
を
倒
そ
う
に
も
一
騎
当

千
の
呂
布
が
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。
悩
む
王
允
は
貂
蝉
に
対
し
て
、
董
卓
の
妾

と
な
り
、
そ
の
後
に
呂
布
と
も
関
係
を
持
つ
こ
と
で
、
董
卓
と
呂
布
の
二
人
の

仲
を
引
き
裂
く
計
略
「
連レ

ン

環ク
ワ
ンノ
計
」
を
持
ち
か
け
る
。 

 

貂テ
ウ

蝉セ
ン

申
ケ
ル
ハ
妾セ
ウ

大
人
ノ
恩ヲ
ン

ヲ
受ウ
ケ

テ
命
ヲ
棄ス
ツ

ル
ト
モ
何
ゾ
惜ヲ
シ
マン
。
王
允
ガ

曰
、 

イ
マ
百
姓  

倒ト
ウ  

懸ケ
ン  

ノ
苦

ク
ル
シ
ミヲ  

受ウ
ケ  

。
君
臣  

累ル
イ  

卵ラ
ン  

ヨ
リ
モ  

危ア
ヤ
ウシ 

。
朝
廷テ
イ

文
武
ノ

旧キ
ウ

臣シ
ン

施ホ
ド
コ
スベ

キ
計コ

ト

ナ
シ
。
只
汝
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
救ス

ク
ウコ

ト
能ア

タ

ハ
ジ
。
其
ノ

故
ハ

董タ
ウ

卓タ
ク

ガ
手
下
ニ
呂リ

ヨ

布フ

ト
云
ル
大
将
ア
リ
。
其
ノ

勇ユ
ウ

万バ
ン

夫フ

モ
当ア

タ

ル
コ
ト
能ア

タ

ハ

ズ
。
殊コ

ト

ニ
義ギ

ヲ
結
ン
デ
董
卓
ト
父
子
ノ
約
ヲ
ナ
ス
。
我
コ
ノ
二
人
ヲ
見
ル

ニ
、
共
ニ
色
ニ
溺ヲ
ボ

レ
酒
ニ
耽フ
ケ

ル
。 

今  

連レ
ン  

環ク
ワ
ンノ  

計
ヲ
用
テ
、  

先マ
ヅ  

汝
ヲ  

呂リ
ヨ  

布フ  

ニ  

与ア
タ
ヘテ  

後ノ
チ  

、
又
董
卓
ニ  

与ア
タ  

ヘ
、
中
ニ
テ
汝
ニ  

計コ
ト

ヲ  

行ヲ
コ
ナハ  

セ
テ
、  

彼カ
レ  

二
人
ガ
間

  

ヲ
隔

ヘ
ダ
テ  

遠ト
ヲ
ザケ  

、
呂
布  

ヲ
欺

ア
ザ
ム
イテ  

董
卓
ヲ  

殺コ
ロ  

サ
セ
ナ
バ
、  

社シ
ヤ  

稷シ
ヨ
ク  

再フ
タ
ヽビ  

興ヲ
コ
リテ  

、  

漢カ
ン  

ノ
天

下
ミ
ナ
汝
ガ
力
ナ
ラ
ン 

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
三
） 

 

貂
蝉
は
王
允
の
作
戦
を
引
き
受
け
、
そ
の
後
、
見
事
に
二
人
の
仲
を
引
き
裂
く

こ
と
に
成
功
す
る
。『
義
仲
勲
功
図
会
』
の
故
事
は
こ
の
『
通
俗
三
国
志
』
の

趣
向
に
依
拠
す
る
と
考
え
て
良
い25

注

。 

 　

さ
て
、
右
の
『
義
仲
勲
功
図
会
』
の
本
文
を
見
る
と
、
通
俗
軍
談
を
あ
く
ま

で
故
事
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
着
目
す
べ
き
は
、〝
松

殿
が
計
略
と
し
て
娘

0

0

0

0

0

0

を
義
仲
に
差
し
出
す
〞
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

【図 3】『義仲勲功図会』後編巻之四、13 ウ・14 オ（架蔵）



九
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も
、
義
仲
が
松
殿
の
娘
を
娶
る
記
述
は
、
従
来
の
軍
記
に
お
い
て
も
少
な
い
。

例
え
ば
、『
平
家
物
語
』
巻
第
八
「
法
住
寺
合
戦
」
で
は
「
前

さ
き
の

関く
わ
ん

白ぱ
く

松ま
つ

殿ど
の

の
姫

君
と
り
奉

た
て
ま

ッ
て
、
軈や

が

て
松
殿
の
聟む

こ

に
お
し
な
る
」（
覚
一
本
）
と
あ
り
、『
源
平

盛
衰
記
』
に
依
拠
し
た
籬
島
の
『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
巻
之
四
「
頼よ

り

朝と
も

賜せ
い

征ゐ
し

夷や
う

将ぐ
ん
の

軍せ
ん

宣じ
を

旨た
ま
ふ」

も
同
様
に
、「
女
御
皇く

は

后う
が
うに

も
と
思
召
あ
り
け
る
美び

人じ
ん

の
由よ

し

、
伝つ

た

聞へ
き
いて
木
曽
推を
し

て
御
聟む
こ

に
成
け
る
」
な
ど
、
義
仲
が
「
お
し
」
て
松
殿
の
「
聟む
こ

」

と
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
武
久
堅
「
征
夷
大
将
軍
源
義
仲
と
入
道

前
関
白
松
殿
基
房26

注

」
は
松
殿
に
つ
い
て
、「
入
京
し
た
義
仲
に
親
身
に
接
し
た

貴
族
」
で
あ
り
、
義
仲
に
「
懇
切
な
教
訓
を
垂
れ
、
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
法

皇
の
解
放
に
導
い
た
」
人
物
と
し
て
着
目
し
た
。
そ
し
て
義
仲
と
松
殿
の
娘
の

記
述
を
検
証
し
、そ
の
挿
話
が
あ
る
の
が
屋
代
本
と
覚
一
本
で
あ
り
、『
愚
管
抄
』

や
『
玉
葉
』
で
は
「
松
殿
ノ
姫
君
」
の
婚
姻
に
触
れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
物
語

の
側
の
で
っ
ち
上
げ
」で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
論
者
が
近
世
の『
平

家
物
語
』注
釈
書
類
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
松
堂
閑
人
四
酔
生
編『
平

家
物
語
考
証
』
巻
八
に
次
の
記
述
が
見
え
た27

注

。 

 

松
殿
の
姫
君
と
り
奉
て
云
々 

 

補
、 

義
仲
基
房
ノ
女
子
ヲ
姦
ス
ル
コ
ト 

、
諸
記
并
ニ
東
鑑
等
所
見
ナ

シ
。
系
図
ヲ
考
ル
ニ
、
基
房
ノ
女
子
四
人
、
長
ハ
参
議
高
能
ノ
妻
、

次
ハ
後
京
極
良
経
ノ
室
、
季
ハ
従
三
位
公
明
ノ
妻
ナ
リ
。
仲
女
ヲ
西

御
方
ト
称
ス
。
八
條
院
ノ
女
房
ナ
リ
。
若
ク
ハ 

コ
ノ
女
子
ニ
穢
通
セ

ル
モ
ノ
カ 

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
） 

 

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
義
仲
が
「
基
房
ノ
女
子
」
を
「
姦
」
し
た
と
さ
れ
、

こ
れ
を
見
て
も
、
松
殿
か
ら
娘
を
義
仲
に
差
し
出
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、『
義
仲
勲
功
図
会
』
が
従
来
の
軍
記
と
異

な
る
性
格
を
描
き
出
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か28

注

。
と
す
れ
ば
、『
義
仲
勲

功
図
会
』
の
趣
向
は
、
野
亭
が
論
者
未
見
の
資
料
（
近
世
軍
書
、
注
釈
書
類
、

演
劇
関
係
）
に
依
拠
し
た
か
、
あ
る
い
は
義
仲
伝
説
と
『
通
俗
三
国
志
』
と
を

重
ね
合
わ
せ
た
野
亭
の
独
自
性
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
箇

所
が
通
俗
軍
談
と
趣
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
野
亭
が
意
識

し
て
後
者
の
手
法
を
用
い
た
と
す
れ
ば
、
野
亭
の
解
釈
や
考
証
が
『
義
仲
勲
功

図
会
』
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

五
、
ま
と
め
と
課
題 

 　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
に
は
通
俗
軍
談
の
利
用
が

認
め
ら
れ
る
。
特
に
、『
楠
正
行
戦
功
図
会
』「
細ほ
そ

川か
は

員か
ず

氏う
じ

恩お
ん

地ぢ

左さ

近こ
ん

陣ぢ
ん

を
戦た
ゝ
かは

す
図づ

」（
図
１
）の
よ
う
に
、
通
俗
軍
談
か
ら
摂
取
し
た〈
虚
構
〉を「
図
会
化
」

し
て
い
る
点
は
籬
島
と
は
一
線
を
画
し
、ま
た
『
義
仲
勲
功
図
会
』
の
よ
う
に
、

義
仲
―
董
卓
、
松
殿
―
王
允
、
松
殿
の
娘
―
貂
蝉
、
と
関
係
性
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
で
松
殿
の
行
動
に
中
・
近
世
の
軍
記
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
要
素
を
持



九
六

た
せ
て
い
る
点
な
ど
を
見
る
と
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
が
軍
記
・
戦
記
物
語

の
単
な
る
「
敷
き
写
し
」
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。 

 　

一
方
で
、『
義
経
勲
功
図
会
』
や
『
義
仲
勲
功
図
会
』
で
は
利
用
の
手
法
に

違
い
が
あ
る
。
義
経
や
義
仲
に
関
し
て
は
、
史
実
か
ら
大
き
く
異
な
る
行
動
を

行
わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
古
典
の
故
事
と
し
て
通
俗
軍
談
を
用
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
義
経
や
義
仲
と
い
う
著
名
な
人
物
で
あ
る

が
ゆ
え
に
〈
史
実
〉
が
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
明
ら
か
な
〈
虚
構
〉
を
混
ぜ

る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
犬
夷
評
判
記
』（
文
政

元
年
刊
）
下
之
巻
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る29

注

。 

 

八は
つ

犬け
ん

士し

に
ハ
本ほ

ん

伝で
ん

な
し
．
本ほ

ん

伝で
ん

な
き
も
の
ハ
作さ

く

し
や
す
か
る
べ
し
．
朝あ

さ

夷ひ
な

に
ハ
本ほ
ん

伝で
ん

あ
り
．
且か
つ

当た
う

時じ

の
人じ
ん

物ぶ
つ

ハ
．
多お
ほ

く
実じ
つ

録ろ
く

よ
り
出い
で

た
り
．
実
録

詳つ
ま
び
ら
かな
る
と
き
ハ
．
作さ
く

者し
や

の
趣し
ゆ

向こ
う

に
自じ

由ゆ
う

を
得え

ず
．
こ
れ
を
綴つ
ゞ

り
こ
な
さ

ん
事
．
容よ

う

易ゐ

の
業わ
ざ

と
ハ
思
ハ
れ
ず
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
之
巻
） 

 

『
犬
夷
評
判
記
』
は
馬
琴
の
知
友
殿
村
篠
斎
（
三
枝
園
）
が
『
南
総
里
見
八
犬

伝
』
と
『
朝
夷
巡
島
記
全
伝
』
に
つ
い
て
批
評
し
、
馬
琴
が
そ
れ
に
答
え
た
も

の
を
篠
斎
の
弟
で
あ
る
櫟
亭
琴
魚
が
書
き
留
め
た
と
い
う
形
を
取
る
。
し
か

し
、
本
書
の
稿
本
が
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
蔵
さ
れ
、「
全
部
を
明
ら
か
に
馬
琴

自
筆
の
稿
本
と
認
め
得
る
」
こ
と
か
ら
、「
大
部
分
を
馬
琴
の
創
作
と
認
め
て

よ
い
」
と
さ
れ
る30

注

。
そ
し
て
そ
の
中
に
、
取
り
上
げ
る
人
物
の
「
実
録
」
が
詳

細
で
あ
る
ほ
ど
、「
作
者
」
の
「
自
由
」
は
少
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
、『
巡

島
記
』
で
は
『
八
犬
伝
』
ほ
ど
に
自
由
な
記
述
が
「
容
易
」
で
な
い
と
書
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
正
行
と
義
経
・
義
仲
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が

働
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
序
に
記
さ
れ
た
如
く
、
知
名
度
の
低
い

正
行
に
関
し
て
は
〈
虚
構
〉
を
挿
入
し
や
す
い
が
、
伝
承
が
多
く
、
人
々
に
広

く
流
布
し
た
義
経
や
義
仲
に
関
し
て
は
、
伝
承
と
齟
齬
す
る
〈
虚
構
〉
を
入
れ

に
く
い
た
め
に
、
シ
ン
プ
ル
に
「
図
会
化
」
し
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。 

 　

一
方
で
、
出
版
事
情
の
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
横
山
邦
治

「
江
戸
読
本
の
展
開
（
文
政
年
間31

注

）」
が
「
出
勤
帳
」
三
十
三
番
の
「
河
内
屋

源
七

、
楠
二
代
軍
物
語
之
株
ヲ
以
、
楠
正
行
戦
功
図
会
願
出
候
処
、
甚
願
本

麁
抹
ニ
付
右
相
改
差
出
し
候
様
申
付
、
戻
し
候
事32

注

」
を
は
じ
め
と
す
る
記
述
か

ら
、
当
初
『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
を
「
持
株
を
利
用
し
て
忽
卒
の
間
に
図
会
も

の
化
し
て
出
板
し
よ
う
と
し
た
」
も
の
の
、「
差
構
を
含
む
種
々
の
故
障
の
続

出
で
何
度
も
書
き
直
し
て
、
漸
く
出
板
で
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
断
定
は

で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
「
書
き
直
し
」
が
通
俗
軍
談
利
用
に
あ
た
る
か

も
し
れ
な
い
。
当
局
の
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
の
「
増

減
」（「
出
勤
帳
」）
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
際
に
既
存
の
作
品 

― 

本
稿
で

は
特
に
通
俗
軍
談 

― 

の
趣
向
摂
取
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
の

で
あ
る
。 

 　

本
稿
で
は
、
籬
島
の
〈
図
会
も
の
〉
と
の
相
違
を
念
頭
に
、
軍
記
・
戦
記
を

基
に
し
た
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
を
検
証
し
て
き
た
。
最
後
に
、
課
題
と
し
て
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『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
の
通
俗
軍
談
利
用
に
触
れ
た
い
。 

 　
『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
前
・
後
編
は
嘉
永
二
、三
年
の
刊
行
で
、
弘
化
三
年
に

没
し
た
野
亭
の
遺
著
に
あ
た
る
。
巻
頭
に
松
亭
金
水
の
嘉
永
二
年
序
が
付
き
、

「
幼
稚
よ
り
文
の
道
を
好
み
、
唐
に
倭
の
書
ど
も
を
、
何
く
れ
と
な
く
渉
猟

て
、
心
に
記
憶
し
」
た
浪
華
の
野
亭
が
、
思
い
立
っ
て
著
し
た
書
で
あ
る
と
記

さ
れ
る33
注

。
取
り
上
げ
た
い
の
は
、『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
後
編
巻
之
二
、
坂
上

田
村
麻
呂
の
事
蹟
で
あ
る
。
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
粉
本
は
『
前
々
太
平

記
』
と
考
え
て
良
い34

注

。
し
か
し
『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
に
は
、『
前
々
太
平
記
』

に
な
い
趣
向
も
看
取
で
き
る
。 

 　
『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
後
編
巻
之
二
、
奥
州
で
大お

お

熊ぐ
ま

丸ま
る

と
い
う
賊
が
蜂
起
し

た
た
め
、
軍
を
差
し
向
け
る
が
敗
北
。
新
た
に
大お

お

伴と
も

弟の
お

麻と
ま

呂ろ

を
大
将
軍
に
、
坂

上
田
村
麻
呂
を
含
む
三
人
の
副
将
軍
が
派
遣
さ
れ
る
。
戦
い
で
は
賊
軍
の
悪あ

く

路ろ

王お
う

が
「
幻
術
」
を
使
い
官
軍
を
困
ら
せ
る
が
、
田
村
麻
呂
が
そ
れ
を
破
る
。 

時と
き

に
坂さ
か

上の
う

田へ
た

村む
ら

丸ま
る

は
後ご

陣ぢ
ん

に
備そ
な
へて
、
先さ
き

隊て

の
合が

戦せ
ん

の
体て
い

を
見け
ん

物ぶ
つ

し
て
居ゐ

ら

れ
け
る
に
、
敵て

き

軍ぐ
ん

偽い
つ
はり
敗ま
け

て
退
し
り
ぞ
くを
、
味み

方か
た

是こ
れ

を
誠ま
こ
とに
敗は
い

し
て
逃に
ぐ

る
と
心こ
ゝ

得ろ
え

て
追お
ひ

行ゆ
く

を
見み

、
是こ
れ

必か
な
らず
敵て
き

の
謀ば
う

計け
い

に
中あ
た

る
べ
し
と
思お
も

は
れ
け
る
に
果は
た

し
て

敵て
き

の
伏ふ
く

兵へ
い

起お
こ

り
、
加し
か

之の
み

な
ら
ず
俄に
は
かに
雲う
ん

霧む

の
起お
こ

り
け
れ
ば
、
田た

村む
ら

丸ま
る

馬む
ま

の

鞍く
ら

を
叩た

ゝ

き
、
偖さ

て

こ
そ
賊ぞ

く

将せ
う

の
中う

ち

に
幻げ

ん

術じ
ゆ
つを
行お

こ
なふ
者
有あ

り

と
覚お

ぼ
へた
り
。 

昔
む
か
し  

蜀し
よ
くの  

孔か
う  

明め
い  

南な
ん  

蛮ば
ん  

の  

孟も
う  

獲く
わ
くを  

征う  

伐ち  

し  

時と
き  

、  

敵て
き  

幻げ
ん  

術じ
ゆ
つを  

以も
つ  

て  

雲う
ん  

中ち
う  

よ
り  

魔ま  

軍ぐ
ん  

を  

降く
だ  

し

蜀し
よ
く  

兵へ
い  

を  

悩な
や
ませ  

し
と
き
、  

孔か
う  

明め
い  

其そ
の  

邪じ
や  

術じ
ゆ
つな  

る
を  

知し
り  

、  

獣じ
う  

類る
い  

の  

生せ
い  

血け
つ  

を
と
り
て  

魔ま  

軍ぐ
ん  

に  

洒そ
ゝ  

ぎ
か
け
し
か
ば
、  

幻げ
ん  

術じ
ゆ
つ  

破や
ぶ  

れ
て  

軍ぐ
ん  

馬ば  

と
見
え
し
は  

藁わ
ら  

木に
ん  

偶ぎ
よ  

な
り

し
と
か
や
。今
も  

其そ
の  

理り  

に
な
ら
ひ
、  

馬む
ま  

の  

血ち  

を
と
り  

器う
つ
わに  

入
て
、  

魔ま
じ  

術ゆ
つ  

を  

折く
じ

  

く  

用よ
う  

意い  

せ
よ 

と
下げ

知ぢ

せ
ら
れ
け
れ
ば
〈
中
略
〉
用よ

う

意い

の
馬ば

血け
つ

を
空く

う

中ち
う

へ
蒔ま

き

散ち
ら

さ
せ
け
る
に
、
案あ

ん

の
如ご

と

く
悪あ

く

路ろ

王わ
う

の
幻げ

ん

術じ
ゆ
つ

破や
ぶ

れ
、
風か

ぜ

止や
み

霧き
り

霽は
れ

て
旧も

と

の

白は
く

日じ
つ

と
成な

り

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
編
巻
之
二
）

 

「
幻
術
」
を
破
る
方
法
と
し
て
「
馬
血
」
を
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
故
事

と
し
て
孔
明
が
孟
獲
を
捕
ら
え
る
「
南
蛮
征
伐
」
の
場
面
を
あ
げ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、こ
の
故
事
は
厳
密
に
は
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
通
俗
三
国
志
』

に
「
獣
類
の
生
血
」
で
「
幻
術
」
を
破
る
趣
向
は
あ
る
が
、「
南
蛮
征
伐
」
で

は
な
く
序
盤
の
「
黄
巾
の
乱
」
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
以
下
に
示
す
。『
通
俗

三
国
志
』
巻
之
一
「
安
喜
縣
張
飛
鞭
二

督
郵
一

」、 

 

朱
雋
ガ
曰
、「
コ
レ
妖ヨ

ウ

術ジ
ユ
ツナ

リ
。
何
ゾ
怪

ア
ヤ
シ
ムニ

足
ン
。
明
日
羊ヒ

ツ
ジ

猪イ
ノ
コノ

血
ヲ
携

タ
ヅ
サ

ヘ
テ
、
兵モ

ノ

ヲ
山
ノ
頂

イ
タ
ヾ
キニ

伏フ
セ

ヲ
キ
、
賊ゾ

ク

ノ
勢
ノ
追オ

ヒ

キ
タ
ル
時
、
一
度ド

ニ
酒ソ

ヽ

ギ

カ
ケ
サ
セ
ナ
バ
、
此ノ

法
必
ズ
破
ル
ベ
シ
。」〈
中
略
〉
賊ゾ
ク

将
張
宝
、
又
髪カ
ミ

ヲ

サ
バ
キ
文モ

ン

ヲ
唱ト
ナ
ヘ
ケ
ル
ニ
、
風
雷ラ
イ

天
地
ヲ
震シ
ン

動ド
ウ

シ
テ
沙イ
サ
ゴ
ヲ
飛
シ
石
ヲ
走ハ
シ

ラ

セ
、
黒ク

ロ

雲
ノ
中
ヨ
リ
人
馬
潮ウ
シ
ホノ
湧ワ
ク

ガ
如
ニ
討
テ
出
〈
中
略
〉
五
百
ノ
官
軍

ヒ
ト
シ
ク
出
テ
、
カ
ノ
穢ケ

ガ
レタ
ル
者
ヲ
酒ソ
ヽ
ギケ
レ
バ
、
忽タ
チ
マチ
空ク
ウ

中
ヨ
リ
或
ハ
紙カ
ミ

ニ
テ
造
レ
ル
人
形ゲ

ウ

、
草
ヲ
束ツ

カ
ネタ
ル
馬
ナ
ン
ド
、
紛フ

ン

々〳
〵

ト
シ
テ
地
ニ
落ヲ

チ

、
風

雷ラ
イ

自ヲ
ノ
ヅ
カラ
息ヤ

ミ

ニ
ケ
ル
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
一
） 

 

「
羊
猪
ノ
血
」
を
か
け
て
「
妖
術
」
を
破
る
趣
向
が
描
か
れ
て
お
り
、
両
書
が



九
八

共
通
し
て
い
る
と
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
通
俗
軍
談
利
用
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
故
事
の
内
容
は
誤
り
で
あ
り
、「
南

蛮
征
伐
」
に
獣
の
血
を
か
け
て
幻
術
を
破
る
趣
向
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
野
亭
が
通
俗
軍
談
を
座
右
に
置
き
な
が
ら
〈
図
会
も
の
〉
を
著
述
し
た

と
い
う
よ
り
も
、
記
憶
の
中
か
ら
通
俗
軍
談
を
用
い
た
た
め
に
誤
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 　

だ
が
、
野
亭
の
遺
著
に
あ
た
る
『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
に
ま
で
通
俗
軍
談
が

用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
、
野
亭
の
著
作
と
通
俗
軍
談
と

の
関
連
を
看
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
来
、
野
亭
の
中
国
小
説
利
用
に
関
す

る
具
体
的
な
検
証
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
稿
の
検
証
に
よ
っ

て
、
野
亭
の
他
の
小
説
へ
も
裾
野
が
広
が
る
。
野
亭
の
著
述
方
法
を
考
察
す
る

際
に
は
、
中
国
小
説
を
い
か
に
利
用
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
意
識
も
念

頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
野
亭
の
〈
図
会
も
の
〉
と
同
時
期
に
刊
行

さ
れ
た
蘭
山
著
『
平
家
物
語
図
会
』
と
の
比
較
も
、
著
者
の
独
自
性
や
小
説
方

法
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

注 

 

（
1
）『
続
燕
石
十
種
』（
中
央
公
論
社
、
昭
55
・
7
）
に
拠
る
。 

 

（
2
）「
同
志
社
国
文
学
」
74
（
平
23
・
3
）。 

 

（
3
）『
秋
里
籬
島
と
近
世
中
後
期
の
上
方
出
版
界
』（
勉
誠
出
版
、
平
26
・

11
）。 

 

（
4
）
横
山
邦
治
編
『
為
永
春
水
編
﹇
増
／
補
﹈
外
題
鑑
』（
和
泉
書
院
、

昭
60
・
11
）
に
拠
る
。 

 

（
5
）『﹇
近
世
／
上
方
﹈作
家
・
書
肆
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
平
6
・
8
）。 

 

（
6
）『
日
本
小
説
書
目
年
表
』に
よ
る
と
、
寛
政
一
二
年
刊『
絵
本
楠
公
記
』

初
編
が
山
田
得
翁
斎
の
署
名
で
あ
る
が
、
浜
田
啓
介
「
画
本
読
本
の
作
者

　

速
水
春
暁
斎
伝
攷
」（「
国
語
国
文
」
30
―
1
、
昭
36
・
1
）
や
横
山
邦

治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』（
風
間
書
房
、
昭
49
・
4
）、
注

5
長
友
論
考
に
お
い
て
、
野
亭
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
疑
義
が
呈
さ
れ

て
い
る
。 

 

（
7
）
注
6
の
横
山
書
に
同
じ
。 

 

（
8
）
注
6
の
横
山
書
に
同
じ
。 

 

（
9
）『
近
世
中
期
小
説
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
50
・
5
）。 

 

（
10
）「
國
學
院
雑
誌
」
114
―
11
（
平
25
・
11
）。 

 

（
11
）『
中
村
幸
彦
著
述
集
⑦
』（
中
央
公
論
社
、
昭
59
・
3
）。 

 

（
12
）『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』（
青
裳
堂
書
店
、
昭
62
・
5
）。 

 
（
13
）
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
―
八
文
字
屋
本
を
中
心
と
す
る
―
』

（
桜
楓
社
、
昭
和
44
・
3
）、
神
谷
勝
広
『
近
世
文
学
と
和
製
類
書
』、
若

草
書
房
、
平
11
・
11
）、
三
宅
宏
幸
「
宝
暦
期
八
文
字
屋
本
に
お
け
る
通



九
九

俗
軍
談
利
用
」（「
国
語
国
文
」
80
―
7
、
平
23
・
7
）
な
ど
。 

 

（
14
）
注
6
横
山
書
に
同
じ
。
ま
た
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
⑥
』（
岩
波

書
店
）「
義
経
勲
功
図
会
」（
横
山
邦
治
執
筆
）
の
項
。 

（
15
）
例
え
ば
、『
義
経
勲
功
記
』（
馬
場
信
意
著
、
正
徳
二
年
﹇
一
七
一
二
﹈

序
）
や
『
鎌
倉
実
記
』（
加
藤
謙
斎
著
、
享
保
二
年
﹇
一
七
一
七
﹈
刊
）

と
い
っ
た
近
世
成
立
の
伝
説
や
故
事
も
用
い
た
と
思
し
い
。
具
体
例
を
示

す
と
、『
義
経
勲
功
図
会
』
前
編
巻
之
一
で
、「
我わ

れ

復ふ
く

仇し
う

の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

深ふ
か

く
、
奥お
く

へ
下
り
候
が
、
初は
じ
めて
秀ひ
で

衡ひ
ら

に
対た
い

面め
ん

せ
ん
に
、
童ど
う
ぎ
や
う形
に
て
は
奈い
か

何ゞ
な
り
。」

と
、
藤
原
秀
衡
に
対
面
す
る
際
に
「
童
形
」
で
あ
っ
て
は
都
合
が
悪
い
の

で
は
な
い
か
と
義
経
が
金
売
り
吉
次
に
相
談
す
る
が
、
粉
本
と
指
摘
さ
れ

た
『
義
経
興
廃
記
』
に
そ
う
い
っ
た
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
先

行
論
で
は
関
連
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
『
義
経
勲
功
記
』
巻
之
二

に
、「
遮シ

ヤ

那ナ

王
殿
。
橘
次
ニ
向
ヒ
。
吾ワ

レ

童ワ
ラ
ハノ

躰テ
イ

ニ
テ
奥ヲ

ク

ニ
下
リ
。
秀
衡ヒ

ラ

ニ

対タ
イ

面
セ
ン
モ
如イ

何カ
ヾ

ナ
リ
。」（
黒
田
彰
・
岡
田
美
穂
編
『
義
経
知
緒
記
／
義

経
勲
功
記
』〔
ク
レ
ス
出
版
、
平
17
・
9
〕
に
拠
る
）
と
「
童ワ

ラ
ハノ
躰テ
イ

」
で

の
対
面
を
た
め
ら
う
様
が
見
て
取
れ
る
。
他
に
も
、
頼
朝
か
ら
の
追
っ
手

を
逃
れ
奥
州
へ
逃
げ
よ
う
と
安
宅
の
関
に
通
り
か
か
っ
た
と
き
、
弁
慶
が

白
紙
の
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
て
場
を
切
り
抜
け
る
著
名
な
「
勧
進
帳
」
の

場
面
に
お
い
て
、『
義
経
勲
功
図
会
』
後
編
巻
之
四
は
、「
昔む

か
しも
さ
る
例た

め
しあ

り
。
楚そ

の
公こ

う

子し

宋そ
う

を
落お

ち

し
時と

き

、
其そ

の

異あ
や
し
まれ
ん
事
を
畏お

そ

れ
微び

服ふ
く

し
て
歩ほ

卒そ
つ

の

荷に

を
負お
ひ

。
奴ぬ

僕ぼ
く

の
躰て
い

に
て
関
く
わ
ん

門も
ん

を
過よ
ぎ
らん
と
せ
し
に
。
門も
ん

を
守ま
も

る
兵へ
い

是こ
れ

を
難
は
ゞ
み

捕と
ら
へん

と
す
。公こ

う

子し

の
僕ぼ

く

策む
ち

を
上あ

げ

て
公
子
を
散
々
に
擲う

ち

。汝
不ふ

力り
き

に
て
後お

く

る
ゝ

が
故ゆ

へ

人
の
狐う

た

疑が
ひ

を
生し

や
うぜ

り
。」
と
「
楚
の
公
子
」
の
故
事
を
挿
入
す
る
。

こ
れ
も
『
義
経
興
廃
記
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
が
、
例
え
ば
『
鎌
倉
実
記
』

巻
之
一
六
、「
安
宅
の
関
」
の
直
後
の
「
如
意
の
渡
」
の
場
面
に
、「
鶴
林

玉
露
曰
。
楚
公
子
微
服
過
レ

宋
門
。
者
難
レ

之
。
其
僕
操
レ

策
而
罵
曰
。
隷
也
。

不
力
也
。
門
者
出
レ

之
。」（
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
本
〔
大
本
、
一
七
巻

一
七
冊
〕
に
拠
る
）
と
看
取
で
き
る
。
直
接
の
典
拠
と
は
確
定
で
き
な
い

が
、『
義
経
勲
功
図
会
』
は
従
来
述
べ
ら
れ
て
き
た
『
義
経
興
廃
記
』
だ

け
で
な
く
、
他
の
軍
記
や
雑
史
を
駆
使
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
16
）
架
蔵
本
（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
）
に
拠
る
。
適
宜
、
旧
漢
字
を
新

漢
字
に
改
め
、
句
読
点
、
濁
点
、
鉤
括
弧
を
付
し
た
。
以
下
の
引
用
に
お

い
て
も
、
同
様
の
処
置
を
施
し
た
。 

 

（
17
）
架
蔵
本
（
大
本
、
五
〇
巻
首
一
巻
五
一
冊
）
に
拠
る
。
な
お
、
架
蔵

本
は
巻
之
三
の
み
欠
く
た
め
、
巻
之
三
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
請

求
記
号
：
ナ
四
―
七
二
〇
―
一
〜
五
一
）
に
拠
っ
た
。 

 
（
18
）
粉
本
の
指
摘
お
よ
び
評
価
も
、
注
6
の
横
山
書
に
同
じ
。 

 
（
19
）
架
蔵
本
（
大
本
、
一
〇
巻
一
〇
冊
）
に
拠
る
。 

 

（
20
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
②
』（
岩
波
書
店
）「
楠
正
行
戦
功
図
会
」（
横

山
邦
治
執
筆
）
の
項
。 



一
〇
〇

 
（
21
）
今
井
正
之
助
「「
正
成
も
の
」
刊
本
の
生
成
―
『
楠
氏
二
先
生
全
書
』

か
ら
『
絵
本
楠
公
記
』
ま
で
―　

付
．『
楠
正
行
戦
功
図
会
』
覚
書
」（『『
太

平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
研
究
』、
汲
古
書
院
、
平
24
・
2
）。 

 

（
22
）
架
蔵
本
（
大
本
、
一
一
巻
一
一
冊
）
に
拠
る
。 

 

（
23
）
架
蔵
本
（
大
本
、
一
五
巻
合
五
冊
）
に
拠
る
。 

 

（
24
）
注
21
に
同
じ
。 

 

（
25
）
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
の
卒
論
要
旨
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
酒
井
遥「
読
本『
義
仲
勲
功
図
会
』

考
」（
平
成
26
年
度
）
が
「『
三
国
志
演
義
』
の
「
美
女
連
環
の
計
」
を
取

り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
様
の

指
摘
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
要
旨
で
は
本
稿
第
三
章
で

触
れ
た
「
二
虎
争
食
の
計
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
と
問
題

意
識
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

 http://w
w
w
.niigata-u.info/hyena/jinbun/ja/sots/

sot14/26haruka.htm
l 

 

（
26
）「
日
本
文
芸
研
究
」
59
―
3
・
4
（
平
20
・
3
）。 

 

（
27
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
リ
〇
五
―
〇
〇
八
一
四
）

に
拠
る
。
た
だ
し
、
写
本
に
よ
っ
て
は
当
該
記
事
が
載
っ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
（
管
見
の
限
り
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
愛
知
県
立
大
学

附
属
図
書
館
蔵
本
）。 

 

（
28
）
鈴
木
彰
「
近
世
・
近
代
の
木
曾
義
仲
―
『
義
仲
勲
功
図
会
』
か
ら
『
木

曾
義
仲
勲
功
記
』
へ
―
」（
鈴
木
彰
・
樋
口
州
男
・
松
井
吉
昭
編
『
木
曾

義
仲
の
す
べ
て
』、
新
人
物
往
来
社
、
平
20
・
12
）
が
『
義
仲
勲
功
図
会
』

中
の
義
仲
に
関
す
る
記
述
を
検
証
し
た
上
で
、「『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
平

家
物
語
』
と
は
異
な
る
尺
度
で
義
仲
の
生
涯
を
意
味
づ
け
、
中
世
以
来
読

み
継
が
れ
て
き
た
軍
記
物
語
と
は
一
線
を
画
し
た
義
仲
評
を
提
示
し
た
」

と
指
摘
す
る
。 

 

（
29
）
中
野
三
敏
編
『
江
戸
名
物
評
判
記
集
成
』（
岩
波
書
店
、
昭
62
・

6
）
に
拠
る
。 

 

（
30
）
注
29
に
お
け
る
「
解
説
」（
中
野
三
敏
執
筆
）。 

 

（
31
）『
読
本
の
世
界
―
江
戸
と
上
方
―
』（
世
界
思
想
社
、
昭
60
・
7
）。 

 

（
32
）『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
③
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
昭
52
・

3
）
に
拠
る
。 

 

（
33
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
大
本
、
一
一
巻
一
三
冊
、
請
求
記
号
：

ナ
四
―
七
一
二
―
一
〜
一
三
）
に
拠
る
。 

 

（
34
）
以
下
に
本
文
を
比
較
す
る
。『
前
々
太
平
記
』
の
本
文
は
、
矢
代
和

夫
校
訂
『
前
々
太
平
記
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
63
・
8
）
に
拠
っ
た
。 

　
　

 『
扶
桑
皇
統
記
図
会
』
後
編
巻
之
一 

 
延
暦
三
年
五
月
上
旬
、
摂せ

つ

州
四
天
王
寺
の
寺
内
に
、
五
月
七
日
の
東し

の

雲ゝ
め

の
頃
、
西
南
の
叢
よ
り
長
四
五
寸
許
な
る
蝦が

蟇ま

幾
千
と
も
し
ら
ず



一
〇
一

這
出
で
、
段
々
に
列
り
天
王
寺
の
境
内
に
入
り
け
る
。
其
蝦ひ

蟆き

の
色

黒
く
斑
に
て
、
中
に
も
巨
魁
と
お
ぼ
し
き
は
色
赤
く
、
篆て

ん

書
の
如
き

紋
あ
り
て
肥
大
な
り
偖
漸
々
に
数
多
く
出
来
り
て
幾
万
と
い
ふ
数
を

知
ら
ず
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
編
巻
之
一
） 

 　
　
『
前
々
太
平
記
』
巻
之
七
「
天
王
寺
蝦
蟆
妖
怪
之
事
」 

 

同
（
延
暦
―
論
者
補
）
三
年
（
七
八
四
）
五
月
上
旬
摂せ
つ

州
四
天
王
寺

に
一
つ
の
奇
怪
出
来
せ
り
。
後
其
事
を
尋
ぬ
る
に
五
月
七
日
の
東し

の

雲ゝ
め

の
比
、
天
王
寺
西
南
の
藪そ
う

沢た
く

の
辺ほ
と
りよ
り
、
亘
わ
た
り

四
五
寸
許ば
か
りの
蝦が

蟇ま

発お
こ

り

出
て
段
段
に
列つ

ら

な
り
、
荒
あ
れ
み

陵さ
ゝ
ぎの
本
を
繞め
ぐ
り、
羽う

蟻ぎ

の
続れ
ん

連ぞ
く

せ
る
が
如
く

群む
ら

が
り
、
続つ

ゞ
いて

天
王
寺
の
境
内
に
入
り
に
け
る
。
其
蝦ひ

蟆き

の
色
、
多

く
は
黒
く
班
に
し
て
、
中
に
も
巨き

よ

魁か
い

と
見み

え
た
る
は
色
赤
く
奇あ

や

し
き

古こ

篆て
ん

字
形
の
如

ご
と
き

紋
あ
り
て
、
幾
千
万
と
数
を
知
ら
ず
。 　
　

 （
巻
之
七
） 

 

【
附
記
】 

 　

本
稿
はJSPS

科
研
費
、
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
文
政
期
読
本
の
基
礎
的
研
究
」

（24520216

、
代
表
：
田
中
則
雄
〔
島
根
大
学
〕）、
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
近

世
後
期
読
本
に
お
け
る
考
証
・
批
評
と
創
作
と
の
連
関
に
関
す
る
研
究
」

（26770081

）
の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の

一
部
に
『
文
政
期
読
本
の
基
礎
的
研
究
』（
研
究
成
果
報
告
書
、
平
28
・

2
）
で
論
者
が
著
し
た
報
告
と
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
。 




